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4 【債権発生請求(債権者請求)】 

 

債権者請求ボタンをクリックします。 

登録ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 債権発生請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 発生記録(債権者請求)メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

債権発生請求(債権者請求) 

 概要 

 債権者として電子記録債権の発生を請求します。ただし、承諾依頼通知日から振出日(電子記
録年月日)の５銀行営業日後(振出日(電子記録年月日)当日含む)までの間に相手方からの承諾
回答が必要です。 
否認された場合または、上記期間内に相手方からの回答がない場合は無効となります。なお、
債権者側、債務者側の双方が債権者請求を利用可能である必要があります。 

 担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います、承認者が仮登録を承認することで相手方に
債権発生の承諾を依頼します。 

 振出日(電子記録年月日)には当日または未来日付を入力することができます。 
なお、未来日付を入力した場合は予約請求となります。 
設定される発生日の詳細については P123『用語集』参照 

 事前準備 

 取引先の情報を事前に準備してください。 

発生記録の登録を選択
します。 



5 【債権発生請求(債権者請求)】 

 

入力項目の詳細は次ページ
に記載しています。 

3. 発生記録(債権者)請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

③ 

④ 

【決済口座が複数ある場合】 
決済口座選択ボタンをクリックして決済口
座を選択すると①～③が入力されます。 

☞基本編 P17 共通機能『決済口座選択』 

【直接入力の場合】 

①支店コード(必須)(半角数字 3 桁) 

②口座種別(必須) 

 ラジオボタンをクリックします。 

③口座番号(必須)(半角数字 7 桁) 

を入力します。 

必要に応じて 

④請求者 Ref.No. 

(半角英数字 40 文字以内) 
を入力します。 

⑤ 

⑥ 
 

⑦ 

⑧ 

承認者へ連絡事項等がある場合は 

⑮コメント(全半角 250 文字以内) 

を入力します。 

仮登録の確認へボタンをクリックします。 

直接入力時には金融機関選択ボ

タンが活性化されます。金融機

関選択をクリックすると金融機

関と支店を検索し、入力するこ

とができます。 

☞基本編 P19 共通機能 

『金融機関選択』 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

【取引先を登録していない
場合】 

直接入力チェックボックスに
チェックを入れ、 

⑨利用者番号(必須) 

(半角英数字 9 文字) 

英字については大文字のみ
入力可能です。 

⑩金融機関コード(必須) 

(半角数字 4 桁) 

⑪支店コード(必須) 

(半角数字 3 桁) 

⑫口座種別(必須) 
ラジオボタンをクリックし

ます。 

⑬口座番号(必須) 

(半角数字 7 桁) 

⑭取引先登録名 

(全角 60 文字以内) 

を入力します。 

⑮ 

■承認者情報 

ダブル承認機能をご利用の場合表示されます。 

☞基本編 P24 共通機能『承認者選択』 

 取引先登録 

取引先を事前に登録しておくことで、入力

を省略できます。 

☞基本編 P46 取引先管理『取引先登録』 

支店選択をクリックする

と支店を名前で検索し、入

力することができます。 

☞基本編 P17 共通機能 

『支店選択』 

発生記録情報の 

⑤債権金額(必須)(円) 

(半角数字 10 桁以内) 

⑥支払期日(必須) 

(YYYY/MM/DD)※ 

⑦振出日(電子記録年月日) 

(必須)(YYYY/MM/DD)※ 

⑧譲渡制限有無(必須) 
ラジオボタンをクリックし
ます。 

を入力します。 

※ ⑥⑦はカレンダー機能が利

用できます。 

発生記録の仮登録情報
を入力します。 

【取引先を登録している場合】 

取引先選択ボタンをクリックします。 

☞基本編 P18 共通機能『取引先選択』 

 請求者 Ref.No. 

お客さまとお取引先とで請
求を管理するためのフリー
入力欄です。注文書番号や
請求書番号の入力が可能で
す。 



6 【債権発生請求(債権者請求)】 

 

●入力項目一覧表【発生記録(債権者)請求仮登録画面】 

 決済口座情報(請求者情報) 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字(3) 必須 入力例＝｢100｣※1 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字(7) 必須 入力例＝｢0000001｣※1 

④ 請求者 Ref.No. 半角英数字(40) 任意 

お客さまとお取引先とで請求を管理するためのフリー
入力欄。注文書番号や請求書番号の入力が可能。 

英字については大文字のみ入力可能。 

記号については .( )- のみ入力可能。 

 

 発生記録情報 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

⑤ 債権金額(円) 半角数字(10) 必須 1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下で指定が可能。 

⑥ 支払期日 (YYYY/MM/DD) 必須 

振出日(電子記録年月日)を含む７銀行営業日目の翌日
から 10 年後の応答日まで指定が可能。支払期日が銀
行休業日の場合、指定口座への入金処理は翌営業日と
なる。 

入力例＝｢2016/07/29｣※2 

⑦ 
振出日 

(電子記録年月日) 
(YYYY/MM/DD) 必須 

当日から 1 か月後までが指定可能。 

入力例＝｢2016/04/28｣※2 

⑧ 譲渡制限有無 － 必須 

ラジオボタンにて選択する。 

｢譲渡制限有無｣が｢有｣の場合、債権の譲渡先を金融機
関に限定する。 

⑨ 利用者番号 半角英数字(9) 必須 
入力例＝｢0129AB120｣ 

英字については大文字のみ入力可能。 

⑩ 金融機関コード 半角数字(4) 必須 入力例＝｢0129｣※1 

⑪ 支店コード 半角数字(3) 必須 入力例＝｢120｣※1 

⑫ 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

⑬ 口座番号 半角数字(7) 必須 入力例＝｢0000022｣※1 

⑭ 取引先登録名 全角文字(60) 任意 
入力例＝｢DEF（株）営業部｣ 

｢直接入力｣にチェックを入れた場合は必須入力。 

 

 申請情報 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

⑮ コメント 全半角文字(250) 任意 

承認者への連絡事項等を入力するためのフリー入力
欄。 

入力例＝｢承認をお願いします。｣ 

 

※１：有効桁数に満たない数が入力された場合は、有効桁数になるよう、入力された数の左に｢0｣が自動で設定されます。 

 例：口座番号に｢123｣と入力すると｢0000123｣と 7 桁に補正されます。 

※２：｢/｣を省略して数字のみ 8 桁で入力することが可能です。 

 例：｢20160428｣と入力すると｢2016/04/28｣と補正されます。 

 

 

 

  



7 【債権発生請求(債権者請求)】 

 

4. 発生記録(債権者)請求仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

5. 発生記録(債権者)請求仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容を確認し、仮登録を
実行します。 

仮登録の実行ボタンをクリックします。 

内容を印刷したいとき
は印刷ボタンをクリッ
クします。 

☞基本編 P21 共通機能 

『印刷機能』 

仮登録を実行したこ
とで請求番号が決定
します。請求番号は、
この請求を特定する
番号となりますので
ご留意ください。 

【直接入力した取引先を登録する場合】 

取引先登録へボタンをクリックします。 

 仮登録の完了となります。 

 ※請求の完了は承認者の承認が完了した時点となります。 

 仮登録の完了後、承認者への承認依頼通知が送信されます。 

 承認の手順については基本編 P135『承認／差戻しの手順』 

 

 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスにチェッ
クを入れてください。 

チェックを入れていない
場合、仮登録の実行はで
きません。 

 取引先登録 

仮登録完了画面より、

取引先登録へボタン

をクリックし、取引先

を登録することがで

きます。 

☞基本編 P46取引先

管理『取引先登録』 



8 【複数債権発生(債権者)請求(画面入力)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 債権発生請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 発生記録(債権者請求)メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

複数債権発生(債権者)請求(画面入力) 

 概要 

 債権者として電子記録債権の発生を請求します。 
 担当者は債権発生請求メニュー画面から、一括して複数の債権を入力して、発生記録請求を行

います。 
 担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで発生記録

請求が完了します。ただし、承諾依頼通知日から振出日(電子記録年月日)の５銀行営業日後(振
出日(電子記録年月日)当日含む)までの間に相手方からの承諾回答が必要です。 

 発生記録(債権者)請求入力方法選択画面から、以下の入力方法が選択可能です。 
・個別に明細を入力 

直接入力、または取引先選択により 1 件単位で入力する方法です。 
・取引先一覧から選択 

取引先一覧より登録済みの取引先情報を請求先として指定し、一度に複数件入力する方法
です。 

 １請求当たりの最大明細数は 500 件です。 
 入力中の請求明細は一時保存が可能です。また、一時保存した明細は請求状況一覧から仮登録

の再開が可能です。なお、一時保存の上限件数は、1 担当者あたり 10 件です。 
 請求状況一覧より、過去に登録した請求データを選択し、請求することが可能です。過去のデ

ータを流用する場合は、必要に応じて決済口座や振出日を変更することが可能です。 
過去のデータについては、でんさいネットにて正常に処理された記録請求のほか、エラーとな
って返却された記録請求についても流用することが可能です。エラーとなった記録請求を流用
する場合は、エラー情報を引継ぎますので、エラー箇所を修正し、再登録・再請求を行うこと
が可能です。 

 振出日(電子記録年月日)は当日または未来日付を入力することができます。 
なお、未来日付を入力した場合は予約請求となり、入力した日付が発生日になります。 

 事前準備 

 取引先の情報を事前に準備してください。 

債権者請求ボタンをクリックします。 

発生記録の登録または
取消を選択します。 

登録ボタンをクリックします。 

複数発生記録請求の作成手順 



9 【複数債権発生(債権者)請求(画面入力)】 

3. 発生記録(債権者)請求_決済口座入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●入力項目一覧表【発生記録(債権者)請求_決済口座入力画面】 

 決済口座情報／振出日 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字(3) 必須 入力例＝｢100｣※1 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字(7) 必須 入力例＝｢0000001｣※1 

④ 
振出日 

(電子記録年月日) 
(YYYY/MM/DD) 必須 

当日から 1 ヵ月後まで指定が可能。 

入力例＝｢2016/04/28｣※2 

※１：有効桁数に満たない数が入力された場合は、有効桁数になるよう、入力された数の左に｢0｣が自動で設定されます。 

 例：口座番号に｢123｣と入力すると｢0000123｣と 7 桁に補正されます。 

※２：｢/｣を省略して数字のみ 8 桁で入力することが可能です。 

 例：｢20160428｣と入力すると｢2016/04/28｣と補正されます。 

 

4. 発生記録(債権者)請求_入力方法選択画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

発生記録の仮登録(決済口
座)情報を入力します。 

① 

② 

③ 

④ 

【決済口座が複数ある場合】 
決済口座選択ボタンをクリッ
クして決済口座を選択すると
①～③が入力されます。 

☞基本編 P17 共通機能 

『決済口座選択』 

【直接入力の場合】 

①支店コード(必須) 

(半角数字 3 桁) 

②口座種別(必須) 

ラジオボタンをクリックします。 

③口座番号(必須) 

(半角数字 7 桁) 

を入力します。 

支店選択をクリックすると支店を

検索し、入力することができます。 

☞基本編 P17 共通機能 

『支店選択』 

④振出日(電子記録年月日)(必須) 

(YYYY/MM/DD)を入力します。 

複数発生記録の記録請求時は、1 請求(仮登録･

承認の単位)ごとに 1 つの振出日を設定します。 

カレンダー機能が利用できます。 

次へボタンをクリックします。 

発生記録請求の明細入力
方法を選択します。 

【個別に明細を追加する場合】 

個別に明細を入力ボタンクをクリックします。 

→5.『発生記録(債権者)請求_明細入力画面』へ 

【複数の取引先の明細をまとめて追加する場合】 

取引先一覧から選択ボタンをクリックします。 

→6.『発生記録(債権者)請求_取引先選択画面』へ 



10 【複数債権発生(債権者)請求(画面入力)】 

入力項目の詳細は次ペ
ージに記載しています。 

5. 発生記録(債権者)請求_明細入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

発生記録請求の明細を入
力します。 

① 

② 
 
③ 
 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

①支払金額(円)(必須) 

(半角数字 10 桁以内) 

②支払期日(必須) 

(YYYY/MM/DD)  

カレンダー機能が利用でき

ます。 

③請求者 Ref.No. 

④譲渡制限有無(必須) 

ラジオボタンをクリックし

ます。 

を入力します。 

【取引先を登録していない
場合】 

直接入力チェックボックス

にチェックを入れ、 

⑤金融機関コード(必須) 

(半角数字 4 桁) 

⑥支店コード(必須) 

(半角数字 3 桁) 

⑦口座種別(必須) 
ラジオボタンをクリックし
ます。 

⑧口座番号(必須) 

(半角数字 7 桁) 

⑨取引先登録名 

(全角 60 文字以内) 

を入力します。 

直接入力時には金融機関選択ボタンが活性化されます。

金融機関選択をクリックすると金融機関と支店を検索し、

入力することができます。 

☞基本編 P19 共通機能『金融機関選択』 

【直接入力した取引先を登録す
る場合】 

⑩取引先へ登録のチェックボッ
クスにチェックを入力します。 

【続けて明細を入力する場合】 

続けて入力ボタンをクリックします。 

→5.『発生記録(債権者)請求_明細入力画面』へ 

【確定して明細一覧へ遷移する場合】 

確定して明細一覧へボタンをクリックします。 

→8.『発生記録(債権者)請求_明細一覧画面』へ 

中断して明細一覧へ 

続けて入力ボタンによる連続入力を 1 回

以上繰返した場合のみ戻るボタンの代わ

りに中断して明細一覧へボタンを表示し

ます。 

【取引先を登録している場合】 

取引先選択ボタンをクリックします。 

☞P18共通機能『取引先選択』 

 請求者 Ref.No. 

お客さまとお取引先とで請
求を管理するためのフリー
入力欄です。注文書番号や
請求書番号の入力が可能で
す。 



11 【複数債権発生(債権者)請求(画面入力)】 

●入力項目一覧表【発生記録(債権者)請求_明細入力画面】 

 発生記録請求明細入力 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

① 債権金額(円) 半角数字(10) 必須 1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下で指定が可能。 

② 支払期日 (YYYY/MM/DD) 必須 

振出日(電子記録年月日)を含む７銀行営業日の翌日か
ら 10 年後の応答日まで指定が可能。支払期日が銀行
休業日の場合、指定口座への入金処理は翌営業日とな
る。 

入力例＝｢2016/07/29｣※2 

③ 請求者 Ref.No. 半角英数字(40) 任意 

お客さまとお取引先とで請求を管理するためのフリー
入力欄。注文書番号や請求書番号の入力が可能。 

英字については大文字のみ入力可能。 

記号については .( )- のみ入力可能。 

④ 譲渡制限有無 － 必須 

ラジオボタンにて選択する。 

｢譲渡制限有無｣が｢有｣の場合、債権の譲渡先を金融機
関に限定する。 

⑤ 金融機関コード 半角数字(4) 必須 入力例＝｢0129｣※1 

⑥ 支店コード 半角数字(3) 必須 入力例＝｢120｣※1 

⑦ 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

⑧ 口座番号 半角数字(7) 必須 入力例＝｢0000022｣※1 

⑨ 取引先登録名 全角文字(60) 任意 
入力例＝｢DEF（株）営業部｣ 

｢直接入力｣にチェックを入れた場合は必須入力。 

 

 取引先登録 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

⑩ 取引先登録 － 任意 チェックボックスにて選択する。 

 

※１：有効桁数に満たない数が入力された場合は、有効桁数になるよう、入力された数の左に｢0｣が自動で設定されます。 

 例：口座番号に｢123｣と入力すると｢0000123｣と 7 桁に補正されます。 

※２：｢/｣を省略して数字のみ 8 桁で入力することが可能です。 

 例：｢20160428｣と入力すると｢2016/04/28｣と補正されます。 

  



12 【複数債権発生(債権者)請求(画面入力)】 

明細一覧へ反映ボタンをクリックします。 

7. 取引先情報詳細画面 

6. 発生記録(債権者)請求_取引先選択画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●入力項目一覧表【発生記録(債権者)請求_取引先選択画面】 

 基本情報入力 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

① 支払期日 (YYYY/MM/DD) 任意 

振出日(電子記録年月日)を含む７銀行営業日目の翌日
から 10 年後の応答日まで指定が可能。支払期日が銀
行休業日の場合、指定口座への入金処理は翌営業日と
なる。 

入力例＝｢2016/07/29｣※ 

※：｢/｣を省略して数字のみ 8 桁で入力することが可能です。 

例：｢20160428｣と入力すると｢2016/04/28｣と補正されます。  

取引先一覧から取引先を
選択し、請求先として指定
します。 

① 

請求先となる取引先の 

チェックボックスにチ
ェックを入れてくださ
い。 

【全ページを選択した
い場合】 

全ページ選択ボタンを
クリックします。 

【該当ページのみを選
択したい場合】 

全選択ボタンをクリッ
クします。 

各明細に支払期日を一
括で設定する場合は、基
本情報入力の 

①支払期日 

(YYYY/MM/DD) 

を入力します。 

明細単位に個別に支払
期日を設定する場合は、
8.『発生記録(債権者)請
求_明細一覧画面』にて
設定してください。 

ご注意事項 
各明細の譲渡制限有無は一律で｢無｣を
設定します。譲渡制限有無を｢有｣に変更
する場合は、発生記録(債権者)請求_明細
一覧画面にて変更してください。 



13 【複数債権発生(債権者)請求(画面入力)】 

入力項目の詳細は次ペ
ージに記載しています。 

8. 発生記録(債権者)請求_明細一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

仮登録を行う明細情報
の修正･削除等を行いま
す。 

また、入力した明細を一
時保存します。 

【決済口座／振出日を変更する場合】 

決済口座／振出日の変更ボタンをクリックします。 

→9.『発生記録(債権者)請求_決済口座入力画面』へ 

【全明細の支払期日を一括で変更する場合】 

支払期日一括変更ボタンをクリックします。 

→10.『発生記録(債権者)請求_支払期日一括変更画面』へ 

【請求明細を追加する場合】 

明細追加ボタンをクリックします。 

→4.『発生記録(債権者)請求_入力方法選択画面』へ 

【債権金額､支払期日､請求
者 Ref.No.の入力値をクリア
する場合】 

クリアボタンをクリックし
ます。 

① 

③ 

② 

 クリアボタン 

クリアボタンを押下した場
合、表示画面のみでなく全ペ
ージにおいて該当項目の設
定値をクリアします。 

 金額未設定明細を削除する 

【チェックしている場合(初期値)】 

明細の中に｢債権金額(円)｣が未入力または 0 円の明細が存在した場合、エラーとせず、当該明細を削除して確認画面

に遷移します。 

【チェックしていない場合】 

明細の中に｢債権金額(円)｣が未入力または 0 円の明細が存在した場合、エラーとします。当該明細の債権金額を修正

し、再度｢仮登録の確認へ｣ボタンを押下することで確認画面に遷移します。 

【明細を修正する場合】 

修正ボタンをクリックし、次画面にて明細を修正します。 

→11.『発生記録(債権者)請求_明細入力画面』へ 

 請求者 Ref.No. 

お客さまとお取引先とで請
求を管理するためのフリー
入力欄です。注文書番号や請
求書番号の入力が可能です。 

請求明細一覧の 

①債権金額(円)(必須) 

(半角数字 10 桁以内) 

②支払期日(必須) 

(YYYY/MM/DD) 
カレンダー機能が利用できま
す。 

③請求者 Ref.No. 

(半角英数字 40 桁以内) 

を入力します。 

【債権金額(円)が未入力または 0 円の明細を削除して仮
登録する場合】 

｢金額未設定明細を削除する｣チェックボックスをチェ
ックします。 

【仮登録の内容を確認する場合】 

仮登録の確認へをクリックします。 

→13.『発生記録(債権者)請求_仮登録確認画面』へ 

【入力した明細を一時的に保存する場合】 

一時保存をクリックします。 

→12.『一時保存完了画面』へ 

【明細を削除する場合】 

削除する明細のチェックボックスにチェックを入
れ、削除ボタンをクリックします。クリックすると
明細情報の削除可否がポップアップ表示されるので
OK ボタンをクリックします。 



14 【複数債権発生(債権者)請求(画面入力)】 

●入力項目一覧表【発生記録(債権者)請求_明細一覧画面】 

 請求明細一覧 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

① 債権金額(円) 半角数字(10) 必須 1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下で指定が可能。 

② 支払期日 (YYYY/MM/DD) 必須 

振出日(電子記録年月日)を含む７銀行営業日目の翌日
から 10 年後の応答日まで指定が可能。支払期日が銀
行休業日の場合、指定口座への入金処理は翌営業日と
なる。 

入力例＝｢2016/07/29｣※ 

③ 請求者 Ref.No. 半角英数字(40) 任意 

お客さまとお取引先とで請求を管理するためのフリー
入力欄。注文書番号や請求書番号の入力が可能。 

英字については大文字のみ入力可能。 

記号については .( )- のみ入力可能。 

※：｢/｣を省略して数字のみ 8 桁で入力することが可能です。 

 例：｢20160428｣と入力すると｢2016/04/28｣と補正されます。 

 

9.発生記録(債権者)請求_決済口座入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●入力項目一覧表【発生記録(債権者)請求_決済口座入力画面】 

 決済口座情報／振出日 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字(3) 必須 入力例＝｢100｣※1 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字(7) 必須 入力例＝｢0000001｣※1 

④ 
振出日 

(電子記録年月日) 
(YYYY/MM/DD) 必須 

当日から 1 ヵ月後まで指定が可能。 

入力例＝｢2016/07/29｣※2 

※１：有効桁数に満たない数が入力された場合は、有効桁数になるよう、入力された数の左に｢0｣が自動で設定されます。 

 例：口座番号に｢123｣と入力すると｢0000123｣と 7 桁に補正されます。 

※２：｢/｣を省略して数字のみ 8 桁で入力することが可能です。 

 例：｢20160428｣と入力すると｢2016/04/28｣と補正されます。 

 

  

① 

② 

③ 

④ 

【決済口座が複数ある場
合】 
決済口座選択ボタンをク
リックして決済口座を選択
すると①～③が入力されま
す。 

☞基本編 P17共通機能『決
済口座選択』 

【直接入力の場合】 

①支店コード(必須) 

(半角数字 3 桁) 

②口座種別(必須) 

 ラジオボタンをクリックし

ます。 

③口座番号(必須) 

(半角数字 7 桁) 

を入力します。 

支店選択をクリックすると支店

を検索し、入力することができ

ます。 

☞基本編 P17 通機能『支店選択』 

④振出日(電子記録年月日)(必須) 

(YYYY/MM/DD) 

カレンダー機能が利用できます。 

を入力します。 

明細一覧へ反映ボタンをクリックします。 



15 【複数債権発生(債権者)請求(画面入力)】 

10.発生記録(債権者)請求_支払期日一括変更画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●入力項目一覧表【発生記録(債権者)請求_取引先選択画面】 

 基本情報入力 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

① 支払期日 (YYYY/MM/DD) 任意 

振出日(電子記録年月日)を含む７銀行営業日目の翌日
から 10 年後の応答日まで指定が可能。支払期日が銀
行休業日の場合、指定口座への入金処理は翌営業日と
なる。 

入力例＝｢2016/07/29｣※ 

※：｢/｣を省略して数字のみ 8 桁で入力することが可能です。 

 例：｢20160428｣と入力すると｢2016/04/28｣と補正されます。 

  

① 

明細一覧へ反映ボタン
をクリックします。 

各明細に支払期日を一
括で設定する場合は、基
本情報入力の 

①支払期日 

(YYYY/MM/DD) 

カレンダー機能が使え

ます。 

を入力します。 

明細単位に個別に支払
期日を設定する場合は、
8.『発生記録(債権者)請
求_明細一覧画面』にて
設定してください。 



16 【複数債権発生(債権者)請求(画面入力)】 

入力項目の詳細は次ページ
に記載しています。 

11.発生記録(債権者)請求_明細入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② 
 

③ 
 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

①支払金額(円)(必須) 

(半角数字 10 桁以内) 

②支払期日(必須) 

(YYYY/MM/DD)  

カレンダー機能が利用でき

ます。 

③請求者 Ref.No. 

④譲渡制限有無(必須) 

ラジオボタンをクリックし

ます。 

を入力します。 

【取引先を登録していない
場合】 

直接入力チェックボックス

にチェックを入れ、 

⑤金融機関コード(必須) 

(半角数字 4 桁) 

⑥支店コード(必須) 

(半角数字 3 桁) 

⑦口座種別(必須) 
ラジオボタンをクリックし
ます。 

⑧口座番号(必須) 

(半角数字 7 桁) 

⑨取引先登録名 

(全角 60 文字以内) 

を入力します。 直接入力時には金融機関選択ボタンが活性化

されます。金融機関選択をクリックすると金

融機関と支店を検索し、入力することができ

ます。 

☞基本編 P19 共通機能『金融機関選択』 

【取引先を登録している場合】 

取引先選択ボタンをクリックします。 

☞P18 共通機能『取引先選択』 

 請求者 Ref.No. 

お客さまとお取引先とで請
求を管理するためのフリー
入力欄です。注文書番号や
請求書番号の入力が可能で
す。 

確定して明細一覧へボタンを

クリックします。 

発生記録請求の明細を修正 

します。 

【直接入力した取引先を登録する場合】 

⑩取引先へ登録のチェックボックスにチェ
ックを入力します。 

⑩ 



17 【複数債権発生(債権者)請求(画面入力)】 

内容を印刷したいと
きは帳票作成ボタン
をクリックします。 

☞基本編 P21 共通機
能『印刷機能』 

明細一覧へボタンを
クリックすると前画
面に戻ります。 

●入力項目一覧表【発生記録(債権者)請求_明細入力画面】 

 発生記録情報 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

① 債権金額(円) 半角数字(10) 必須 1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下で指定が可能。 

② 支払期日 (YYYY/MM/DD) 必須 

振出日(電子記録年月日)を含む７銀行営業日目の翌日
から 10 年後の応答日まで指定が可能。支払期日が銀
行休業日の場合、指定口座への入金処理は翌営業日と
なる。 

入力例＝｢2016/07/29｣※2 

③ 請求者 Ref.No. 半角英数字(40) 任意 

お客さまとお取引先とで請求を管理するためのフリー
入力欄。注文書番号や請求書番号の入力が可能。 

英字については大文字のみ入力可能。 

記号については .( )- のみ入力可能。 

④ 譲渡制限有無 － 必須 

ラジオボタンにて選択する。 

｢譲渡制限有無｣が｢有｣の場合、債権の譲渡先を金融機
関に限定する。 

⑤ 金融機関コード 半角数字(4) 必須 入力例＝｢0129｣※1 

⑥ 支店コード 半角数字(3) 必須 入力例＝｢120｣※1 

⑦ 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

⑧ 口座番号 半角数字(7) 必須 入力例＝｢0000022｣※1 

⑨ 取引先登録名 全角文字(60) 任意 
入力例＝｢DEF（株）営業部｣ 

｢直接入力｣にチェックを入れた場合は必須入力。 

 取引先登録 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

⑩ 取引先登録 － 任意 チェックボックスにて選択する。 

 

※１：有効桁数に満たない数が入力された場合は、有効桁数になるよう、入力された数の左に｢0｣が自動で設定されます。 

 例：口座番号に｢123｣と入力すると｢0000123｣と 7 桁に補正されます。 

※２：｢/｣を省略して数字のみ 8 桁で入力することが可能です。 

 例：｢20160428｣と入力すると｢2016/04/28｣と補正されます。 

 

12.発生記録(債権者)請求_一時保存完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



18 【複数債権発生(債権者)請求(画面入力)】 

仮登録の実行ボタンをクリックします。 

13.発生記録(債権者)請求_仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●入力項目一覧表【発生記録(債権者)請求仮登録画面】 

 申請情報 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

① コメント 全半角文字(250) 任意 

承認者への連絡事項等を入力するためのフリー入力
欄。 

入力例＝｢承認をお願いします。｣ 

 

  

内容を確認し、仮登録
を実行します。 

① 

承認者へ連絡事項等が
ある場合は 

①コメント 

(全半角 250 文字以内) 

を入力します。 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスにチ
ェックを入れてくださ
い。 

チェックを入れていな
い場合、仮登録の実行は
できません。 

■承認者情報 

ダブル承認機能をご利用の場合表示されます。 

☞P24 共通機能『承認者選択』 



19 【複数債権発生(債権者)請求(画面入力)】 

14.発生記録(債権者)請求_仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

仮登録を実行したこと
で請求番号が決定しま
す。請求番号は、この
請求を特定する番号と
なりますのでご留意く
ださい。 

内容を印刷したいとき
は印刷ボタンをクリッ
クします。 

☞基本編 P21 共通機能 

『印刷機能』 

 仮登録の完了となります。 

 ※請求の完了は承認者の承認が完了した時点となります。 

 仮登録の完了後、承認者への承認依頼通知が送信されます。 

 承認の手順については☞基本編 P135『承認／差戻しの手順』 



20 【複数債権発生(債権者)請求(画面入力)】 

債権者請求ボタンをクリックします。 

【内容を紹介する場合】 
詳細ボタンをクリックします。 

→3.『発生記録(債権者)請求_承認結果詳細画面』へ 

 

 

1.債権発生請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.発生記録(債権者請求)メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

複数発生記録請求結果の照会手順 

承認した複数発生記録
請求の結果を確認しま
す。 

状態が承認済み(OK)であることを確認します。 

状態が承認済み(NG)の場合は、請求が成立していませ
ん。仮登録からやり直す必要があります。 

請求結果の詳細を確認するためには、詳細ボタンをク
リックしてください。 

 通知情報一覧からの請求結果の確認 

通知情報一覧からも、複数発生記録請求の結果を確認す
ることができます。 



21 【複数債権発生(債権者)請求(画面入力)】 

4.発生記録(債権者)請求_ 

明細詳細画面 

内容を印刷したいと
きは印刷ボタンをク
リックします。 

☞P21 共通機能 

『印刷機能』 

内容を印刷したいと
きは印刷ボタンをク
リックします。 

☞P21 共通機能 

『印刷機能』 

3.発生記録(債権者)請求_承認結果詳細画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



22 【複数債権発生(債権者)請求(画面入力)】 

債権者請求ボタンをクリックします。 

 

1.債権発生請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.発生記録（債権者請求） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一時保存データを利用した複数発生記録請求の再開手順 

一時保存した明細の仮
登録を再開、または削除
します。 

【再開する場合】 

再開ボタンをクリックします。 
→P13 8.『発生記録(債権者)請求_

明細一覧画面』へ 

【削除する場合】 

削除ボタンをクリックします。 
削除可否をポップアップ表示するの
でＯＫをクリックします。 

【内容を照会する場合】 

詳細ボタンをクリックします。 

→3.『発生記録(債権者請求)請求_仮登録内容詳細画面』へ 



23 【複数債権発生(債権者)請求(画面入力)】 

4. 発生記録(債権者)請求_ 
明細詳細画面 

3.発生記録(債権者)請求_仮登録内容詳細画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容を印刷したいと
きは印刷ボタンをク
リックします。 

☞基本編 P21 

共通機能『印刷機能』 

内容を印刷したいと
きは印刷ボタンをク
リックします。 

☞基本編 P21 

共通機能『印刷機能』 



24 【複数債権発生(債権者)請求(画面入力)】 

債権者請求ボタンをクリックします。 

 

1.債権発生請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.発生記録（債権者請求） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

過去に登録した請求デ
ータを流用して請求を
行います。 

【内容を照会する場合】 

詳細ボタンをクリックします。 

→3.『発生記録(債権者請求)請求_仮登録内容詳細画面』へ 

過去請求データを利用した複数発生記録請求の作成手順 

【再開する場合】 

再開ボタンをクリックします。 
→P13 8.『発生記録(債権者)請求_

明細一覧画面』へ 



25 【複数債権発生(債権者)請求(画面入力)】 

4. 発生記録(債権者)請求_ 
明細詳細画面 

3.発生記録(債権者)請求_承認結果詳細画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容を印刷したいと
きは印刷ボタンをク
リックします。 

☞基本編 P21 

共通機能『印刷機能』 

内容を印刷したいと
きは印刷ボタンをク
リックします。 

☞基本編 P21 

共通機能『印刷機能』 



26 【債権発生請求(一括)】 

 

登録ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 一括記録メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

債権発生請求(一括) 

 概要 
 一括して(まとめて)記録請求を行うことができます。一括記録請求が可能な記録請求は、 

・発生記録(債務者)請求 
・発生記録(債権者)請求 
・譲渡記録(分割記録含む)請求 

です。 
 担当者は一括記録請求を行う共通フォーマット形式※の固定長ファイルをアップロードし、仮

登録を行います。 
☞ P26『一括記録ファイルのアップロード手順』 

承認者が仮登録を承認することで、一括記録請求が完了します。 
 登録したファイルの請求結果を照会することができます。 

☞ P31『一括記録請求結果の照会手順』 
 一括記録請求の一回の上限数は 1,000 件です。 
 でんさいネットに正常に受け付けられ、かつ予約中の一括記録請求に対して、一括して(サブ

ファイル単位で)予約取消請求を行うことができます。 
 担当者は取消を行いたい一括記録請求を、一括記録請求結果からサブファイル単位で選択し、

仮登録を行います。 
 登録した一括記録予約取消請求結果を照会することができます。 

☞ P31『一括記録請求結果の照会手順』 
 担当者は実際の一括記録請求とは別に、導入テストの位置づけとして、ファイルの正当性チェ

ックを実施できます。 
☞ P43『一括ファイルの導入テスト手順』 

 一括記録請求の各取引(予約取消も含む)は、承認完了時点では記録請求の成立までは確定して
いません。承認完了後、一括記録結果一覧画面、または通知情報一覧画面にて結果を確認して
ください。 

 事前準備 
 以下記録請求を行う共通フォーマット形式※の固定長ファイルを事前に作成してください。 
※共通フォーマット形式 付録 1 P41『一括記録請求ファイル(共通フォーマット形式)』 

一括記録ファイルのアップロード手順 



27 【債権発生請求(一括)】 

 

①ファイル名(必須) 
参照ボタンをクリック
します。 

アップロードするファイルを選択し、開く
ボタンをクリックします。 

②取引先名の表示 

一括記録請求の明細に取
引先の名前を表示する場
合はチェックボックスに
チェックを入れてくださ
い。 

※1 共通フォーマット形式
のファイルフォーマッ
トについて 

☞付録１P41 
『一括記録請求ファイル
(共通フォーマット形式)』 

2. 一括記録請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一括記録請求を行う共通フ
ォーマット形式※１固定長フ
ァイルをアップロードしま
す。 

③ 

承認者へ連絡事項等がある場合は 

③コメント(全半角 250 文字以内) 

を入力します。 

仮登録の確認へボタン
をクリックします。 

① 

② 



28 【債権発生請求(一括)】 

 

仮登録の実行ボタンをクリックします。 

→5.『一括記録請求仮登録完了画面』へ 

3. 一括記録請求仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容を確認し、仮登録を
行います。 

ｚ 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスにチェ
ックを入れてください。 

チェックを入れていない
場合、仮登録の実行はで
きません。 

ｚ 

【内容を照会する場合】 

詳細ボタンをクリックし
ます。 

→4.『一括記録請求明細
詳細画面』へ 

ヒント 

『一括記録請求仮登録画面』にて「取引先の法人名／個人事業主名を表

示する」を選択した際に、名称を取得できなかった取引先の件数と、対

象のヘッダ順を表示します。 

 表示例 



29 【債権発生請求(一括)】 

 

4. 一括記録請求明細詳細画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一括記録請求による取引において、遷移画
面元で選択したサブファイルに含まれる
請求明細を、一覧表示する画面です。 

内容を印刷したいと
きは印刷ボタンをク
リックします。 

☞基本編 P21 

共通機能『印刷機能』 

 

取引先名の表示 

取引先情報として登録されている名称を、法人名／個人

事業者名として表示します。 

名称が取得できなかった明細には「－」を表示しますの

で、取引先情報として登録することを推奨します。 

また、承認の実行後には、取引先情報が申請時と異なっ

ていないかご確認ください。 

＜表示例＞ 

ｚ 



30 【債権発生請求(一括)】 

 

5. 一括記録請求仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 一括記録請求の仮登録が完了しました。 

※ 請求の成立は承認者の承認が完了した時点となります。承諾対象業務については、承認者が承認し、相手

方が承諾することで成立します。 

※ 請求完了後、でんさいネットにおける請求内容のチェック結果、エラーとなる場合があります。必ず一括

記録結果一覧画面または、通知情報一覧画面から請求結果を確認してください。 

一括記録結果一覧画面からの結果手順については、☞P31『一括記録請求結果の照会・取消手順』 

 仮登録の完了後、承認者への承認依頼通知が送信されます。 

 承認の手順については☞基本編 P135『承認／差戻しの手順』 

仮登録を実行したこと
で請求番号が決定しま
す。請求番号は、この
請求を特定する番号と
なりますのでご留意く
ださい。 

内容を印刷したいと
きは印刷ボタンをク
リックします。 

☞基本編 P21 

共通機能『印刷機能』 



31 【債権発生請求(一括)】 

 

結果一覧・予約取消ボタンをクリックします。 

入力項目の詳細は次ペー
ジに記載しています。 

検索条件の下記項目を入力し、検索します。 

(複数入力可) 

④請求番号(半角英数字 20 文字) 
英字については大文字のみ入力可能です。 

⑤請求日(YYYY/MM/DD) 
カレンダー機能が利用できます。 

⑥担当者名(全角 96 文字以内) 

⑦承認者名(全角 96 文字以内) 

⑧請求結果 
ラジオボタンをクリックします。 

⑨ダウンロード 
ラジオボタンをクリックします。 

⑩区分 
チェックボックスをチェックします。 

 

1. 一括記録メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 一括記録結果一覧画面 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

【決済口座が複数ある場合】 
決済口座選択ボタンをクリックして決済口座
を選択すると①～③が入力されます。 

☞基本編 P17 共通機能『決済口座選択』 

【直接入力の場合】 

①支店コード(半角数字 3 桁) 

②口座種別 

 ラジオボタンをクリックします。 

③口座番号(半角数字 7 桁) 

を入力します。 

支店選択をクリックすると支店を検索し、入力

することができます。 

☞基本編 P17 共通機能『支店選択』 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

検索ボタンをクリックします。 

一括記録請求結果の照会手順 



32 【債権発生請求(一括)】 

 

●入力項目一覧表【一括記録結果一覧画面】 

 検索条件 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字(3) 任意 入力例＝｢100｣※1 

② 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字(7) 任意 入力例＝｢0001234｣※1 

④ 請求番号 半角英数字(20) 任意 
入力例＝｢DEF98765432109876543｣ 

英字については大文字のみ入力可能。 

⑤ 請求日 (YYYY/MM/DD) 任意 本日以前を指定※2 

⑥ 担当者名 全角文字(96) 任意 入力例＝でんさい花子 

⑦ 承認者名 全角文字(96) 任意 入力例＝でんさい太郎 

⑧ 請求結果 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑨ ダウンロード － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑩ 区分 － 任意 チェックボックスにて選択する。 

※１：有効桁数に満たない数が入力された場合は、有効桁数になるよう、入力された数の左に｢0｣が自動で設定されます。 

 例：口座番号に｢123｣と入力すると｢0000123｣と 7 桁に補正されます。 

※２：｢/｣を省略して数字のみ 8 桁で入力することが可能です。 

 例：｢20160428｣と入力すると｢2016/04/28｣と補正されます。 

3. 一括記録結果一覧画面 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｚ ｚ 

【予約を取消す場合】 

取消ボタンをクリックします。 

→7.『一括記録予約取消請求仮登録画面』へ 

ｚ ｚ 

【内容を確認する場合～請求結果=NG～】 

詳細ボタンをクリックします。 

→6.『一括記録結果詳細画面』へ 

【内容を確認する場合～請求結果=OK～】 

詳細ボタンをクリックします。 

→4.『一括記録結果詳細画面』へ 

【正常分のみ再請求する場合】 

登録ボタンをクリックします。 

 



33 【債権発生請求(一括)】 

 

5. 一括記録請求明細詳細画面 

4．一括記録結果詳細(請求結果が OK のとき) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｚ 

 

取引先名差分の明示 

（一括記録請求結果通知受領後の場合） 

・ 法人名／個人事業者名について、請求申請時の名

称とでんさいネットに登録されている名称とが異

なる場合、画面上部に注意喚起メッセージを表示

します。また、対象明細の法人名／個人事業者名

に「＊」を表示します。 

・ 取引先名が最新のものでない可能性がありますの

で、必要に応じて取引先名の法人名／個人事業者

名を修正してください。 

＜表示例＞ 

画面上部に表示される文言 

 

 

 

明細に表示される「＊」 

ｚ 

 

【結果ファイルをダウンロードする場合】 

結果ファイルダウンロードボタンをクリ

ックします。(一括記録請求が正常の場合に

表示されます。) 

ファイルフォーマットについて 
☞付録１P43 
『一括記録請求結果ファイル 
(共通フォーマット形式)』 

内容を印刷したいと
きは印刷ボタンをク
リックします。 

☞基本編 P21 

共通機能『印刷機能』 



34 【債権発生請求(一括)】 

 

 

 
 

6．一括記録結果詳細(請求結果が NG のとき) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 通知情報一覧からの請求結果の確認 

通知情報一覧からも、一括記録請求の結果
を確認することができます。 

【請求ファイルをダウンロードする場合】 

請求ファイルダウンロードボタンをクリッ

クします。 

☞付録１P41 
『一括記録請求ファイル 

(共通フォーマット形式)』 

【エラーファイルをダウンロードする場合】 

エラーファイルダウンロードボタンをクリ

ックします。 

☞付録１P43 
『一括記録請求結果ファイル 

(共通フォーマット形式)』 

 

【エラー内容を確認する場合】 

内容を確認･印刷したいときは帳票作成ボ
タンをクリックします。 

☞基本編 P21 

共通機能『印刷機能』 



35 【債権発生請求(一括)】 

 

結果一覧・予約取消ボタンをクリックします。 

入力項目の詳細は次ペー
ジに記載しています。 

検索条件の下記項目を入力し、検索します。 

(複数入力可) 

④請求番号(半角英数字 20 文字) 
英字については大文字のみ入力可能です。 

⑤請求日(YYYY/MM/DD) 
カレンダー機能が利用できます。 

⑥担当者名(全角 96 文字以内) 

⑦承認者名(全角 96 文字以内) 

⑧請求結果 
ラジオボタンをクリックします。 

⑨ダウンロード 
ラジオボタンをクリックします。 

⑩区分 
チェックボックスをチェックします。 

 

1. 一括記録メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 一括記録結果一覧画面 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

【決済口座が複数ある場合】 
決済口座選択ボタンをクリックして決済口座
を選択すると①～③が入力されます。 

☞基本編 P17 共通機能『決済口座選択』 

【直接入力の場合】 

①支店コード(半角数字 3 桁) 

②口座種別 

 ラジオボタンをクリックします。 

③口座番号(半角数字 7 桁) 

を入力します。 

支店選択をクリックすると支店を検索し、入力

することができます。 

☞基本編 P17 共通機能『支店選択』 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

検索ボタンをクリックします。 

一括記録予約請求の取消手順 



36 【債権発生請求(一括)】 

 

●入力項目一覧表【一括記録結果一覧画面】 

 検索条件 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字(3) 任意 入力例＝｢100｣※1 

② 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字(7) 任意 入力例＝｢0001234｣※1 

④ 請求番号 半角英数字(20) 任意 
入力例＝｢DEF98765432109876543｣ 

英字については大文字のみ入力可能。 

⑤ 請求日 (YYYY/MM/DD) 任意 本日以前を指定※2 

⑥ 担当者名 全角文字(96) 任意 入力例＝でんさい花子 

⑦ 承認者名 全角文字(96) 任意 入力例＝でんさい太郎 

⑧ 請求結果 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑨ ダウンロード － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑩ 区分 － 任意 チェックボックスにて選択する。 

※１：有効桁数に満たない数が入力された場合は、有効桁数になるよう、入力された数の左に｢0｣が自動で設定されます。 

 例：口座番号に｢123｣と入力すると｢0000123｣と 7 桁に補正されます。 

※２：｢/｣を省略して数字のみ 8 桁で入力することが可能です。 

 例：｢20160428｣と入力すると｢2016/04/28｣と補正されます。 

3. 一括記録結果一覧画面 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｚ 

【予約を取消す場合】 

取消ボタンをクリックします。 



37 【債権発生請求(一括)】 

 

5. 一括記録請求 
明細詳細画面 

4. 一括記録予約取消請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

仮登録の確認へボタンをクリック
します。 

一括記録予約請求ファイル
の中から、取消したいサブ
ファイルを選択します。 

予約取消を行うサブファイ
ルのチェックボックスにチ
ェックを入れてください。 

全選択ボタンをクリックす
ると、取消し可能なサブファ
イルのチェックボックスす
べてにチェックが入ります。 

 

内容を印刷したいと
きは印刷ボタンをク
リックします。 

☞基本編 P21 

共通機能『印刷機能』 



38 【債権発生請求(一括)】 

 

仮登録の実行ボタンをクリックします。 

→5.『一括記録請求仮登録完了画面』へ 

6. 一括記録予約取消請求仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 一括記録予約取消請求仮登録依頼完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｚ 

 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスにチェ
ックを入れてください。 

チェックを入れていない
場合、仮登録の実行はで
きません。 

 

内容を印刷したいと
きは印刷ボタンをク
リックします。 

☞基本編 P21 

共通機能『印刷機能』 

内容を印刷したいと
きは印刷ボタンを
クリックします。 

☞基本編 P21 

共通機能『印刷機能』 

 一括記録請求の仮登録が完了しました。 

※ 請求の成立は承認者の承認が完了した時点となります。 

※ 請求完了後、でんさいネットにおける請求内容のチェック結果、エラーとなる場合があります。必ず一括

記録結果一覧画面または、通知情報一覧画面から請求結果を確認してください。 

一括記録結果一覧画面からの結果手順については、☞P31『一括記録請求結果の照会手順』 

 仮登録の完了後、承認者への承認依頼通知が送信されます。 

 承認の手順については☞基本編 P135『承認／差戻しの手順』 

※ 一括記録予約取消請求における、承認者の動作は、承認／削除となります。 



39 【債権発生請求(一括)】 

 

結果一覧・予約取消ボタンをクリックします。 

入力項目の詳細は次ペー
ジに記載しています。 

検索条件の下記項目を入力し、検索します。 

(複数入力可) 

④請求番号(半角英数字 20 文字) 
英字については大文字のみ入力可能です。 

⑤請求日(YYYY/MM/DD) 
カレンダー機能が利用できます。 

⑥担当者名(全角 96 文字以内) 

⑦承認者名(全角 96 文字以内) 

⑧請求結果 
ラジオボタンをクリックします。 

⑨ダウンロード 
ラジオボタンをクリックします。 

⑩区分 
チェックボックスをチェックします。 

 

1. 一括記録メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 一括記録結果一覧画面 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

一括記録請求結果から正常分のみの再請求手順 

【決済口座が複数ある場合】 
決済口座選択ボタンをクリックして決済口座
を選択すると①～③が入力されます。 

☞基本編 P17 共通機能『決済口座選択』 

【直接入力の場合】 

①支店コード(半角数字 3 桁) 

②口座種別 

 ラジオボタンをクリックします。 

③口座番号(半角数字 7 桁) 

を入力します。 

支店選択をクリックすると支店を検索し、入力

することができます。 

☞基本編 P17 共通機能『支店選択』 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

検索ボタンをクリックします。 



40 【債権発生請求(一括)】 

 

●入力項目一覧表【一括記録結果一覧画面】 

 検索条件 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字(3) 任意 入力例＝｢100｣※1 

② 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字(7) 任意 入力例＝｢0001234｣※1 

④ 請求番号 半角英数字(20) 任意 
入力例＝｢DEF98765432109876543｣ 

英字については大文字のみ入力可能。 

⑤ 請求日 (YYYY/MM/DD) 任意 本日以前を指定※2 

⑥ 担当者名 全角文字(96) 任意 入力例＝でんさい花子 

⑦ 承認者名 全角文字(96) 任意 入力例＝でんさい太郎 

⑧ 請求結果 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑨ ダウンロード － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑩ 区分 － 任意 チェックボックスにて選択する。 

※１：有効桁数に満たない数が入力された場合は、有効桁数になるよう、入力された数の左に｢0｣が自動で設定されます。 

 例：口座番号に｢123｣と入力すると｢0000123｣と 7 桁に補正されます。 

※２：｢/｣を省略して数字のみ 8 桁で入力することが可能です。 

 例：｢20160428｣と入力すると｢2016/04/28｣と補正されます。 

3. 一括記録結果一覧画面 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｚ 

【再請求を行う場合】 

登録ボタンをクリックします。 



41 【債権発生請求(一括)】 

 

4. 一括記録請求仮登録画面 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

5. 一括記録請求仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

仮登録の確認へボタン
をクリックします。 

① 

承認者へ連絡事項等が
ある場合は 

①コメント 

(全半角 250 文字以内) 

を入力します。 

仮登録依頼の実行ボタンをクリックします。 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスにチ
ェックを入れてくださ
い。 

チェックを入れていない
場合、仮登録の実行はで
きません。 



42 【債権発生請求(一括)】 

 

6. 一括記録請求仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容を印刷したいと
きは印刷ボタンをク
リックします。 

☞基本編 P21 

共通機能『印刷機能』 

 仮登録の完了となります。 

 ※請求の完了は承認者の承認が完了した時点となります。 

 仮登録の完了後、承認者への承認依頼通知が送信されます。 

 承認の手順については 

☞基本編 P135『承認／差戻しの手順』 



43 【債権発生請求(一括)】 

 

テストボタンをクリックします。 

①ファイル名(必須) 
参照ボタンをクリック
します。 

アップロードするファイルを選択し、開く
ボタンをクリックします。 

※1 共通フォーマット形式
のファイルフォーマッ
トについて 

☞付録１P41 
『一括記録請求ファイル
(共通フォーマット形式)』 

②取引先名の表示 

一括記録請求の明細に
取引先の名前を表示す
る場合はチェックボッ
クスにチェックを入れ
てください。 

 

1. 一括記録メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 一括記録請求(導入テスト)画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一括記録ファイルの導入テスト手順 

テストの実行ボタンをクリックします。 

一括記録請求を行う共通フ
ォーマット形式※１固定長フ
ァイルをアップロードしま
す。 

テストを実行しない場合はキャンセル
ボタンをクリックしてください 

① 

② 



44 【債権発生請求(一括)】 

 

4. 一括記録請求明
細詳細画面 

3. 一括記録請求(導入テスト)完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 一括記録請求の導入テストが完了しま

した。 

※一括記録請求の導入テストでは、仮登録

は実施されませんので、承認者による承

認／差戻しは不要です。必要に応じて一

括記録請求を実施してください。 

☞P31『一括記録ファイルのアップロード

手順』 

 実際の一括記録請求と導入テストのチェックにおける差異 

項番 状態 一括記録請求とのチェックの差異 

1 
でんさいネットの時間外エラーで不成立となる
時間帯に、当日請求を実施している場合。 

一括記録請求では、でんさいネットにてエラーとならない
よう事前に取引時限チェックを実施していますが、導入テ
ストではでんさいネットへ請求を行わないため、当該チェ
ックは実施しません。 

2 
一回の記録請求で、承認者が取扱い可能な上限金
額を制限している場合。 

一括記録請求では、承認者の取引限度額を超過した請求は
取引できませんが、導入テストでは取引が可能です。 

3 
一括記録請求の承認操作において、承認者の指定
を必要とする設定をしている場合。 

承認者の指定は不要です。 

 

内容を印刷したいと
きは印刷ボタンをク
リックします。 

☞基本編 P21 

共通機能『印刷機能』 



45 【債権発生請求(一括)】 

 

取引先管理ボタンをクリックします。 

 

1. 一括記録メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 取引先管理メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取引先管理メニューへの遷移 

 ヒント 

一括記録請求前に取引先

情報を事前登録するため

本メニュー画面より取引

先管理メニュー画面への

遷移が可能です。 

 取引先情報管理メニューに画面が遷移します。 
 基本編 P46『取引先管理』 



46 【保証記録】 

保証記録ボタンをクリックします。 

登録ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. その他請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 保証記録メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

保証記録 

 概要 
 保有している電子記録債権に保証人を追加することができます。ただし、承諾依頼通知日から

記録予定日の 5銀行営業日後(記録予定日当日含む)までの間に相手方からの承諾回答が必要で
す。 
否認された場合または、上記期間内に相手方からの回答がない場合は無効となります。 

 担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで相手方に
対象の電子記録債権の保証の承諾を依頼します。 

 事前準備 
 保証を依頼する相手方の情報を事前に準備してください。 
 保証人を追加する債権の債権情報を事前に準備してください。 
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入力項目の詳細は次ペ
ージに記載しています。 

④検索方法(必須)を選択します。 

【記録番号で検索する場合】 

④検索方法選択の｢記録番号による検索｣
を選択し、 

⑤記録番号を入力します。 

【記録番号以外で検索する場合】 

④検索方法選択の｢詳細条件による検索｣
を選択し、詳細検索条件の下記項目を入力
して検索します。(複数入力可) 

⑥債権金額(円)(半角数字 10 桁以内) 

⑦支払期日(YYYY/MM/DD) 
カレンダー機能が利用できます。 

⑧信託記録有無 
ラジオボタンをクリックします。 

⑨金融機関コード(半角数字 4 桁) 

⑩支店コード(半角数字 3 桁) 

⑪口座種別 
ラジオボタンをクリックします。 

⑫口座番号(半角数字 7 桁) 

を入力します。 

3. 保証記録請求対象債権検索画面 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

③ 

保証する債権を検索して
選択します。 

【決済口座が複数ある場合】 
決済口座選択ボタンをクリックして決済
口座を選択すると①～③が入力されます。 

☞基本編 P17 共通機能『決済口座選択』 

【直接入力の場合】 

①支店コード(必須)(半角数字 3 桁) 

②口座種別(必須) 

ラジオボタンをクリックします。 

③口座番号(必須)(半角数字 7 桁) 

を入力します。 

支店選択をクリックすると支店を名前で

検索し、入力することができます。 

☞基本編 P17 共通機能『支店選択』 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

金融機関選択ボタンをクリックすると、金
融機関と支店を検索し、入力することがで
きます。 

☞基本編 P19 共通機能『金融機関選択』 

【取引先を登録している場合】 

取引先選択ボタンをクリックします。 

☞基本編 P18 共通機能『取引先選択』 
検索ボタンをク
リックします。 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

 取引先登録 

取引先を事前に登録しておくことで、入力

を省略できます。 

☞基本編 P46 取引先管理『取引先登録』 
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●入力項目一覧表【保証記録請求対象債権検索画面 1】 

 決済口座情報(請求者情報) 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字(3) 必須 入力例＝｢100｣※1 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字(7) 必須 入力例＝｢0000001｣※1 

 

 検索条件 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

④ 検索方法選択 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

 

 記録番号検索条件(記録番号で検索する場合、指定する) 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

⑤ 記録番号 半角英数字(20) 任意 

検索方法選択が｢記録番号による検索｣の場合、必須入
力。 

入力例＝｢000000XYZ90000S00004｣ 
英字については大文字のみ入力可能。 

 

 詳細検索条件(金額、期日等で検索する場合、指定する) 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

⑥ 債権金額(円) 半角数字(10) 任意 1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下で指定が可能。 

⑦ 支払期日 (YYYY/MM/DD) 任意 入力例＝｢2016/07/01｣～｢2016/07/31｣※2 

⑧ 信託記録有無 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

 

 債務者情報(相手方情報) 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

⑨ 金融機関コード 半角数字(4) 任意 入力例＝｢0129｣※1 

⑩ 支店コード 半角数字(3) 任意 入力例＝｢101｣※1 

⑪ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑫ 口座番号 半角数字(7) 任意 入力例＝｢0000033｣※1 

 

※１：有効桁数に満たない数が入力された場合は、有効桁数になるよう、入力された数の左に｢0｣が自動で設定されます。 

 例：口座番号に｢123｣と入力すると｢0000123｣と 7 桁に補正されます。 

※２：｢/｣を省略して数字のみ 8 桁で入力することが可能です。 

 例：｢20160428｣と入力すると｢2016/04/28｣と補正されます。 

 

  



49 【保証記録】 

5. 保証記録請求対象
債権詳細画面 

請求対象の債権を確認し、選択ボタンをクリックします。 

4. 保証記録請求対象債権検索画面 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

保証する債権を検索して
選択します。 
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6. 保証記録請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 取引先登録 

取引先を事前に登録しておくことで、入力を省略できます。 

☞基本編 P46 取引先管理『取引先登録』 

【取引先を登録していな
い場合】 

直接入力チェックボックス
にチェックを入れ、 

②金融機関コード(必須) 

(半角数字 4 桁) 

③支店コード(必須) 

(半角数字 3 桁) 

④口座種別(必須) 
ラジオボタンをクリックし
ます。 

⑤口座番号(必須) 

(半角数字 7 桁) 

⑥取引先登録名 

(全角 60 文字以内／前方

一致) 

を入力します。 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

① 

必要に応じて①請求者

Ref.No.を入力します。 

⑦ 

承認者へ連絡事項等がある場合は 

⑦コメント(全半角 250 文字以内)を入力します。 仮登録の確認へボタンをクリックします。 

直接入力時には金融機関

選択ボタンが活性化され

ます。金融機関選択をクリ

ックすると金融機関と支店

を検索し入力することがで

きます。 

☞基本編 P19 共通機能 

『金融機関選択』 

保証記録の仮登録情報を
入力します。 

【取引先を登録している
場合】 

取引先選択ボタンをクリ
ックします。 

☞基本編 P18 共通機能 

『取引先選択』 

 請求者 Ref.No. 

お客さまとお取引先とで請
求を管理するためのフリー
入力欄です。注文書番号や
請求書番号の入力が可能で
す。 



51 【保証記録】 

仮登録の実行ボタンをク
リックします。 

7. 保証記録請求仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 保証記録請求仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容を確認し、仮登録を
実行します。 

ｚ 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスにチェッ
クを入れてください。 

チェックを入れていない
場合、仮登録の実行はで
きません。 

 仮登録の完了となります。 
※請求の完了は承認者の承認が完了した時点となります。 

 仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 
 承認者の手順については、☞基本編 P135『承認／差戻しの手順』 

内容を印刷したいと
きは印刷ボタンをク
リックします。 

☞基本編 P21 

共通機能『印刷機能』 

仮登録を実行したこと
で請求番号が決定しま
す。請求番号は、この
請求を特定する番号と
なりますのでご留意く
ださい。 
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変更記録ボタンをクリックします。 

登録ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. その他請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 変更記録メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

変更記録 

 概要 

 ｢支払期日｣、｢債権金額｣、｢譲渡制限有無｣を変更または、債権を削除する場合は、変更記録請
求を行います。 

 変更記録請求が可能なのは、(譲渡記録や保証記録がない)発生記録のみの電子記録債権です。 
 担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで相手方に

自身が保有している電子記録債権の変更の承諾を依頼します。 
 変更記録請求は、対象債権の債権者、もしくは、債務者から請求が可能です。ただし、承諾依

頼通知日から記録予定日の 5銀行営業日後(記録予定日当日含む)までの間に相手からの承諾回
答が必要です。 
否認された場合または、上記期間内に相手方からの回答がない場合は無効となります。 

 事前準備 

 変更または削除する債権の債権情報を事前に準備してください。 
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入力項目の詳細は次ペ
ージに記載しています。 

④検索方法を選択します。 

【記録番号で検索する場合】 

④検索方法選択(必須)の｢記録番号による
検索｣を選択し、 

⑤記録番号を入力します。 

【記録番号以外で検索する場合】 

④検索方法選択(必須)の｢詳細条件による
検索｣を選択し、詳細検索条件の下記項目
を入力して検索します。(複数入力可) 

⑥請求者区分 
ラジオボタンをクリックします。 

⑦債権金額(円)(半角数字 10 桁以内) 

⑧支払期日(YYYY/MM/DD) 
カレンダー機能が利用できます。 

⑨信託記録有無 
ラジオボタンをクリックします。 

⑩金融機関コード(半角数字 4 桁) 

⑪支店コード(半角数字 3 桁) 

⑫口座種別 
ラジオボタンをクリックします。 

⑬口座番号(半角数字 7 桁) 

を入力します。 

3. 変更記録請求対象債権検索画面 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

③ 

変更する債権を検索して
選択します。 

【決済口座が複数ある場合】 
決済口座選択ボタンをクリックして決済
口座を選択すると①～③が入力されます。 

☞基本編 P17 共通機能『決済口座選択』 

【直接入力の場合】 

①支店コード(必須)(半角数字 3 桁) 

②口座種別(必須) 

 ラジオボタンをクリックします。 

③口座番号(必須)(半角数字 7 桁) 

を入力します。 

支店選択をクリックすると支店を検索し、

入力することができます。 

☞基本編 P17 共通機能『支店選択』 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

検索ボタンをク
リックします。 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

 取引先登録 

取引先を事前に登録しておくことで、入力

を省略できます。 

☞基本編 P46 取引先管理『取引先登録』 

金融機関選択をクリックすると金融機関と

支店を検索し、入力することができます。 

☞基本編 P19 共通機能『金融機関選択』 

【取引先を登録している場合】 

取引先選択ボタンをクリックします。 

☞基本編 P18 共通機能『取引先選択』 
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●入力項目一覧表【変更記録請求対象債権検索画面 1】 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須 

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字(3) 必須 入力例＝｢100｣※1 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字(7) 必須 入力例＝｢0000001｣※1 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須 

任意 
内容・入力例 

④ 検索方法選択 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

 記録番号検索条件（記録番号で検索する場合、指定する） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須 

任意 
内容・入力例 

⑤ 記録番号 半角英数字(20) 任意 

検索方法選択が｢記録番号による検索｣の場合、必須入
力。 

入力例＝｢000000XYZ90000S00004｣ 
英字については大文字のみ入力可能。 

 詳細検索条件（金額、期日等で検索する場合、指定する） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須 

任意 
内容・入力例 

⑥ 請求者区分 － 任意 

ラジオボタンにて選択する。 

検索方法選択が｢詳細条件による検索｣の場合、必須入
力。｢債務者｣または｢債権者｣を選択する。 

⑦ 債権金額(円) 半角数字(10) 任意 1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下で指定が可能。 

⑧ 支払期日 (YYYY/MM/DD) 任意 入力例＝｢2016/07/01｣～｢2016/07/31｣※2 

⑨ 信託記録有無 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

 債務者情報（相手方情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須 

任意 
内容・入力例 

⑩ 金融機関コード 半角数字(4) 任意 入力例＝｢0129｣※1 

⑪ 支店コード 半角数字(3) 任意 入力例＝｢101｣※1 

⑫ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑬ 口座番号 半角数字(7) 任意 入力例＝｢0000033｣※1 

 

※１：有効桁数に満たない数が入力された場合は、有効桁数になるよう、入力された数の左に｢0｣が自動で設定されます。 

 例：口座番号に｢123｣と入力すると｢0000123｣と 7 桁に補正されます。 

※２：｢/｣を省略して数字のみ 8 桁で入力することが可能です。 

 例：｢20160428｣と入力すると｢2016/04/28｣と補正されます。 

 

  



55 【変更記録】 

5. 変更記録請求対象
債権詳細画面 

請求対象の債権を確認し、選択ボタンをクリックします。 

4. 変更記録請求対象債権検索画面 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

変更する債権を検索して
選択します。 
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6. 変更記録請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

変更記録の仮登録情報を
入力します。 

 請求者 Ref.No. 

お客さまとお取引先とで請
求を管理するためのフリー
入力欄です。注文書番号や
請求書番号の入力が可能で
す。 

【債権の削除をする場合】 

②変更内容の｢債権の削
除｣を選択します。 

③~⑥の入力は不要です 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

① 

必要に応じて①請求者

Ref.No.を入力します。 

⑧ 

承認者へ連絡事項等がある
場合は 

⑧コメント 

(全半角 250 文字以内) 

を入力します。 

仮登録の確認へボタンをクリックします。 

② 

⑦ 

⑦変更要因(必須)を選択し
ます。 

｢その他(テキスト入力)｣を
選択した場合は、変更原因
を入力してください。 

【債権の変更をする場合】 

②変更内容(必須)の｢項目
値の変更｣を選択します。 

③変更対象項目 

変更を行う項目を選択
し、選択した項目に変更
後の値を入力します。 

④支払期日 

(YYYY/MM/DD) 
カレンダー機能が利用でき
ます。 

⑤債権金額(円) 

(半角数字 10 桁以内) 

⑥譲渡制限有無 
ラジオボタンをクリックし
ます。 

を入力します。 

■承認者情報 

ダブル承認機能をご利用の場合表示されます。 

☞P24 共通機能『承認者選択』 
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仮登録の実行ボタンをク
リックします。 

7. 変更記録請求仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 変更記録請求仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｚ 

内容を確認し、仮登録を
実行します。 

 仮登録の完了となります。 
※請求の完了は承認者の承認が完了した時点となります。 

 仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 
 承認者の手順については、☞基本編 P135『承認／差戻しの手順』 

内容を印刷したいと
きは印刷ボタンをク
リックします。 

☞基本編 P21 

共通機能『印刷機能』 

仮登録を実行したこと
で請求番号が決定しま
す。請求番号は、この
請求を特定する番号と
なりますのでご留意く
ださい。 

 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスにチェッ
クを入れてください。 

チェックを入れていない
場合、仮登録の実行はで
きません。 
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支払等記録ボタンをクリックします。 

登録ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. その他請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 支払等記録メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

支払等記録 

 概要 

 口座間送金決済以外の方法で弁済された場合、支払等記録請求を行うことができます。 
 支払等記録請求には、｢支払を行ったことによる記録請求｣と｢支払を受けたことによる記録請

求｣があります。 
 担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。｢支払を行ったことによる記録請求｣の場合、

仮登録後、承認者が承認し、相手方が承諾することで成立します。 
①｢支払を行ったことによる記録請求｣の場合の相手方の承諾は、承諾依頼通知日から記録予定

日の 5 銀行営業日後(記録予定日当日含む)までの間に相手方からの承諾回答が必要です。否
認された場合または、上記期間内に相手方からの回答がない場合は無効となります。 

②｢支払を受けたことによる記録請求｣の場合、相手方の承諾回答は不要です。 
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入力項目の詳細は次ペ
ージに記載しています。 

3. 支払等記録請求対象債権検索画面 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

③ 

 

 

④ 

支払等記録する債権を検
索して選択します。 

【決済口座が複数ある場合】 
決済口座選択ボタンをクリッ
クして決済口座を選択すると
①～③が入力されます。 

☞基本編 P17 共通機能『決済
口座選択』 

【直接入力の場合】 

①支店コード(必須) 

(半角数字 3 桁) 

②口座種別(必須) 

ラジオボタンをクリックしま

す。 

③口座番号(必須) 

(半角数字 7 桁) 

を入力します。 

支店選択をクリックすると支店を検索し、

入力することができます。 

☞基本編 P17 共通機能『支店選択』 

検索ボタンをクリック
します。 

 取引先登録 

取引先を事前に登録しておくことで、入力

を省略できます。 

☞基本編 P46 取引先管理『取引先登録』 

④請求者区分(必須)を選
択します。 

⑤検索方法選択(必須)を選
択します。 

⑤ 

 

⑥ 

 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

金融機関選択ボタンをクリックすると、金融機
関と支店を検索し入力することができます。 

☞基本編 P19 共通機能『金融機関選択』 

【取引先を登録している場合】 

取引先選択ボタンをクリックします。 

☞基本編 P18 共通機能『取引先選択』 

【記録番号で検索する場合】 

⑤検索方法選択の｢記録番号に
よる検索｣を選択し、 

⑥記録番号を入力します。 

【記録番号以外で検索する場
合】 

⑤検索方法選択の｢詳細条件に
よる検索｣を選択し、詳細検索
条件の下記項目を入力して検
索します。(複数入力可) 

⑦債権金額(円) 

(半角数字 10 桁以内) 

⑧支払期日(YYYY/MM/DD) 
カレンダー機能が利用できます。 

⑨支払等記録有無 
ラジオボタンをクリックします。 

⑩信託記録有無 
ラジオボタンをクリックします。 

⑪金融機関コード 

(半角数字 4 桁) 

⑫支店コード 

(半角数字 3 桁) 

⑬口座種別 
ラジオボタンをクリックします。 

⑭口座番号 

(半角数字 7 桁) 

を入力します。 
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●入力項目一覧表【支払等記録請求対象債権検索画面 1】 

 決済口座情報(請求者情報) 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字(3) 必須 入力例＝｢100｣※1 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字(7) 必須 入力例＝｢0000001｣※1 

④ 請求者区分 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

 検索条件 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

⑤ 検索方法選択 － 必須 

ラジオボタンにて選択する。 

｢記録番号による検索｣または｢詳細条件による検索｣を
選択する。 

 記録番号検索条件(記録番号で検索する場合、指定する) 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

⑥ 記録番号 半角英数字(20) 任意 

検索方法選択が｢記録番号による検索｣の場合、必須入
力。 

入力例＝｢000000XYZ90000S00004｣ 
英字については大文字のみ入力可能。 

 詳細検索条件(金額、期日等で検索する場合、指定する) 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

⑦ 債権金額(円) 半角数字(10) 任意 1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下で指定が可能。 

⑧ 支払期日 (YYYY/MM/DD) 任意 入力例＝｢2016/07/01｣～｢2016/07/31｣※2 

⑨ 支払等記録有無 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑩ 信託記録有無 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

 債務者／債権者情報(相手方情報) 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

⑪ 金融機関コード 半角数字(4) 任意 入力例＝｢0129｣※1 

⑫ 支店コード 半角数字(3) 任意 入力例＝｢101｣※1 

⑬ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑭ 口座番号 半角数字(7) 任意 入力例＝｢0000033｣※1 

 

※１：有効桁数に満たない数が入力された場合は、有効桁数になるよう、入力された数の左に｢0｣が自動で設定されます。 

 例：口座番号に｢123｣と入力すると｢0000123｣と 7 桁に補正されます。 

※２：｢/｣を省略して数字のみ 8 桁で入力することが可能です。 

 例：｢20160428｣と入力すると｢2016/04/28｣と補正されます。 
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5. 支払等記録請求 
対象債権詳細画面 

請求対象の債権を確認し、選択
ボタンをクリックします。 

4. 支払等記録請求対象債権検索画面 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

支払等記録する債権を検
索して選択します。 
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入力項目の詳細は次ページ
に記載しています。 

6. 支払等記録請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

変更記録の仮登録情報を
入力します。 

① 

必要に応じて①請求者

Ref.No.を入力します。 

⑬ 

承認者へ連絡事項等がある場合は 

⑬コメント(全半角 250 文字以内)を入力します。 

仮登録の確認へボタンをクリックします。 

 請求者 Ref.No. 

お客さまとお取引先とで請
求を管理するためのフリー
入力欄です。注文書番号や
請求書番号の入力が可能で
す。 

② 

③ 

④ 

⑤ 

 

 
 

⑥ 

⑦ 
【取引先を登録していな
い場合】 

直接入力チェックボックス
にチェックを入れ、 

⑧金融機関コード(必須) 

(半角数字 4 桁) 

⑨支店コード(必須) 

(半角数字 3 桁) 

⑩口座種別(必須) 

口座種別のチェックボックス

にチェックを入れてくださ

い。 

⑪口座番号(必須) 

(半角数字 7 桁) 

⑫取引先登録名 

(全角 60 文字以内／前方

一致) 

を入力します。 

 取引先登録 

取引先を事前に登録しておくことで、入力を省略できます。 

☞基本編 P46 取引先管理『取引先登録』 

直接入力時には金融機関選択ボタンが活性化さ

れます。金融機関選択をクリックすると金融機関

と支店を検索し、入力することができます。 

☞P19 共通機能『金融機関選択』 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

 

【取引先を登録している場合】 

取引先選択ボタンをクリックします。 

☞基本編 P18 共通機能『取引先選択』 

②支払日(必須) 

(YYYY/MM/DD) 

カレンダー機能が利用でき

ます。 

③支払金額(円)(必須) 

(半角数字 10 桁以内) 

④費用等(円) 

(半角数字 10 桁以内) 

⑤債務消滅原因(必須) 

リストから選択し入力しま

す。 

⑥正当な利益に係る事由 

⑦正当な利益に係る事由
コメント 

を入力します。 

■承認者情報 

ダブル承認機能をご利用の場合表示されます。 

☞P24 共通機能『承認者選択』 
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●入力項目一覧表【支払等記録請求仮登録画面 1】 

 決済口座情報(請求者情報) 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

① 請求者 Ref.No. 半角英数字(40) 任意 

お客さまとお取引先とで請求を管理するためのフリー
入力欄。注文書番号や請求書番号の入力が可能。 

英字については大文字のみ入力可能。 

記号については .( )- のみ入力可能。 

 検索条件 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

② 支払日 (YYYY/MM/DD) 必須 入力例＝｢2016/05/30｣※2 

③ 債権金額(円) 半角数字(10) 必須 

1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下で指定が可能。 

期日前弁済の場合は債務全額のみ可能。 

入力例＝｢1234567890｣ 

④ 費用等(円) 半角数字(10) 任意 

0 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下で指定が可能。 

入力例＝｢1234567890｣ 
【支払を行ったことによる記録請求の場合】 

｢請求者区分｣が｢保証人として、債権の支払を行ったこ
とによる記録請求｣を選択した場合、任意入力。 

【支払を受けたことによる記録請求の場合】 

｢支払者情報｣に債務者以外の情報を入力する場合、任
意入力。 

⑤ 債務消滅原因 全角文字(255) 必須 プルダウンにて選択する。 

⑥ 
正当な利益に係る事
由 

－ 任意 

ラジオボタンにて選択する。 

【支払を受けたことによる記録請求の場合】 

｢支払者情報｣に第三者の情報を入力する場合のみ、必
須入力。 

⑦ 
正当な利益に係る事
由コメント 

全角文字(255) 任意 
正当な利益に係る事由が｢その他(テキスト入力)｣の場
合、必須入力。 

⑧ 金融機関コード 半角数字(4) 必須 入力例＝｢0129｣※1 

⑨ 支店コード 半角数字(3) 必須 入力例＝｢120｣※1 

⑩ 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

⑪ 口座番号 半角数字(7) 必須 入力例＝｢0000022｣※1 

⑫ 取引先登録名 全角文字(60) 任意 
入力例＝｢DEF(株)営業部｣ 
｢直接入力｣にチェックを入れた場合は必須入力。 

 申請情報 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

⑬ コメント 全半角文字(250) 任意 

承認者への連絡事項等を入力するためのフリー入力
欄。 

入力例＝｢承認をお願いします。｣ 

 

※１：有効桁数に満たない数が入力された場合は、有効桁数になるよう、入力された数の左に｢0｣が自動で設定されます。 

 例：口座番号に｢123｣と入力すると｢0000123｣と 7 桁に補正されます。 

※２：｢/｣を省略して数字のみ 8 桁で入力することが可能です。 

 例：｢20160428｣と入力すると｢2016/04/28｣と補正されます。 
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仮登録の実行ボタンをク
リックします。 

7. 支払等記録請求仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 支払等記録請求仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｚ 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスにチェッ
クを入れてください。 

チェックを入れていない
場合、仮登録の実行はで
きません。 

内容を確認し、仮登録を
実行します。 

 仮登録の完了となります。 
※｢支払を行ったことによる記録請求｣の場合、仮登録後、承認者が承認し、相手方が承諾することで成立します。
｢支払を受けたことによる記録請求｣の場合、相手方の承諾回答は不要です。 

 仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 
 承認者の手順については、☞基本編 P135『承認／差戻しの手順』 

仮登録を実行したこと
で請求番号が決定しま
す。請求番号は、この
請求を特定する番号と
なりますのでご留意く
ださい。 

 

 
内容を印刷したいとき
は印刷ボタンをクリッ
クします。 

☞基本編 P21 共通機能
『印刷機能』 
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指定許可管理ボタンをクリックします。 

指定許可制限設定ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 指定許可管理メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

指定許可管理 

 概要 
 指定許可先を登録すると｢許可先｣として指定した取引先以外からの請求をエラーとする機能

です。 
 担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで指定許可

登録が完了します。 
 事前準備 
 取引先の情報を事前に準備してください。 

指定許可登録 

 ヒント. 

【指定許可取引を行う取引先の登録や、指定許可業務の追加を行う場合】 

指定許可制限設定ボタンをクリックします。 

【指定許可取引を行う取引先の削除や、指定許可業務の解除を行う場合】 

指定許可制限設定の変更･解除ボタンをクリックします。 
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3. 指定許可制限設定仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 指定許可制限設定情報編集画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

③ 

【取引先を登録していな
い場合】 

①金融機関コード(必須) 

(半角数字 4 桁) 

②支店コード(必須) 

(半角数字 3 桁) 

③口座種別(必須) 
ラジオボタンをクリックし
ます。 

④口座番号(必須) 

(半角数字 7 桁) 

⑤登録名 

(全角 60 文字以内／前方

一致) 

を入力します。 

金融機関選択をクリックすると金融機関と支店を検

索し、入力することができます。 

☞基本編 P17 共通機能『金融機関選択』 

許可する対象業務のチェックボックス

にチェックを入力します。 入力の反映ボタンをクリックします。 

【取引先を登録している
場合】 

取引先選択ボタンをクリ
ックします。 

☞基本編 P18 共通機能 

『取引先選択』 

【決済口座が複数ある場
合】 
決済口座選択ボタンをク
リックして決済口座を選
択すると①～③が入力さ
れます。 

☞基本編 P17 共通機能
『決済口座選択』 

【直接入力の場合】 

①支店コード(必須) 

(半角数字 3 桁) 

②口座種別(必須) 

ラジオボタンをクリック

します。 

③口座番号(必須) 

(半角数字 7 桁) 

を入力します。 

支店選択をクリックする

と支店を検索し、入力す

ることができます。 

☞基本編 P17 共通機能

『支店選択』 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

指定許可先を追加しま
す。 

指定許可先追加ボタンをクリックします。 
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6. 指定許可制限設定 
情報詳細画面 

5. 指定許可制限設定仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 指定許可制限設定情報編集画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【取消をする場合】 

誤って追加をした場合
は、取消ボタンをクリッ
クし、追加情報を削除し
ます。 

→7.『指定許可制限設定
情報編集画面』へ 

仮登録の確認へボタンをクリックします。 

→8.『指定許可制限設定仮登録確認画面』へ 

取消の反映ボタンをクリックします。 

→5.『指定許可制限設定仮登録画面』へ戻ります。 
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8. 指定許可制限設定仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. 指定許可制限設定仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

仮登録の実行ボタンをクリックします。 

表示内容を確認の上、
チェックボックスにチェ
ックを入れてくださ
い。 

チェックを入れていな
い場合、仮登録の実行
はできません。 

内容を確認し、仮登録を
実行します。 

 

内容を印刷したいとき
は印刷ボタンをクリッ
クします。 

☞基本編 P21 共通機能
『印刷機能』 

仮登録を実行したこと
で請求番号が決定しま
す。請求番号は、この
請求を特定する番号と
なりますのでご留意く
ださい。 

 仮登録の完了となります。 

 ※請求の完了は承認者の承認が完了した時点となります。 

 仮登録の完了後、承認者への承認依頼通知が送信されます。 

 承認の手順については基本編 P135『承認／差戻しの手順』 
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指定許可管理ボタンをクリックします。 

指定許可制限設定の変更・解除 
ボタンをクリックします。 

 

1. 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 指定許可管理メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3. 指定許可先検索画面 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

③ 

検索ボタンをクリックします。 

【決済口座が複数ある場
合】 
決済口座選択ボタンをク
リックして決済口座を選
択すると①～③が入力さ
れます。 

☞基本編 P17 共通機能
『決済口座選択』 

【直接入力の場合】 

①支店コード(必須) 

(半角数字 3 桁) 

②口座種別(必須) 

ラジオボタンをクリックし

ます。 

③口座番号(必須) 

(半角数字 7 桁) 

を入力します。 

支店選択をクリックする

と支店を検索し、入力する

ことができます。 

☞基本編 P17 共通機能

『支店選択』 

指定許可変更・解除 
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5. 指定許可取消 
情報詳細画面 

4. 指定許可先検索画面 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 指定許可制限解除仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

指定許可を解除する 

取引先の 

チェックボックスに 

チェックを入力します 

仮登録ボタンをクリックします。 

① 

【指定許可先の変更をする場合】 

選択ボタンをクリックします。 

→7.『指定許可制限解除情報編集画面』へ 

仮登録の確認へボタンをクリックします。 

→9.『指定許可制限解除仮登録画面』へ 

【指定許可先の解除をする場合】 

取消ボタンをクリックします。 

→8.『指定許可制限解除情報編集画面』へ 

承認者へ連絡事項等があ

る場合は 

①コメント 

(全半角 250 文字以内) 

を入力します。 



71 【指定許可管理】 

【指定許可先の変更をする場合】 

7. 指定許可制限解除情報編集画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指定許可先の解除をする場合】 

8. 指定許可制限解除情報編集画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

入力の反映ボタンをクリックします。 

→6.『指定許可制限解除仮登録画面』へ

戻ります。 

許可する対象業務のチェックボックスに
チェックを入力します。 

取消の反映ボタンをクリ

ックします。 

→6.『指定許可制限解除

仮登録画面』へ 

【取引先を登録していな
い場合】 

①金融機関コード(必須) 

(半角数字 4 桁) 

②支店コード(必須) 

(半角数字 3 桁) 

③口座種別(必須) 
ラジオボタンをクリックし
ます。 

④口座番号(必須) 

(半角数字 7 桁) 

⑤登録名 

(全角 60 文字以内／前方

一致) 

を入力します。 

【取引先を登録している
場合】 

取引先選択ボタンをクリ
ックします。 

☞基本編 P18 共通機能 

『取引先選択』 

①

② 

③ 

④ 

⑤ 金融機関選択をクリックすると金融機関

と支店を検索し、入力することができま

す。 

☞基本編 P19 共通機能『金融機関選択』 
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9. 指定許可制限解除仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.指定許可制限解除仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮登録の実行ボタンをクリックします。 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスにチェックを
入れてください。 

チェックを入れていない場合、
仮登録の実行はできません。 

内容を印刷したいと
きは印刷ボタンをク
リックします。 

☞基本編 P21 

共通機能『印刷機能』 

仮登録を実行したこと
で請求番号が決定しま
す。請求番号は、この
請求を特定する番号と
なりますのでご留意く
ださい。 

 仮登録の完了となります。 

 ※請求の完了は承認者の承認が完了した時点となります。 

 仮登録の完了後、承認者への承認依頼通知が送信されます。 

 承認の手順については☞基本編 P135『承認／差戻しの手順』 

 

 



73 【取引履歴照会】 

取引履歴一覧ボタンをクリックします。 

取引履歴照会ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 取引履歴照会メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取引履歴照会 

 概要 
 過去の取引を照会することができます。 
 当日を含めた過去 92 日間の範囲で照会が可能です。 
 一覧で照会できる件数の上限は 2,000 件です。 
 取引履歴照会を行うには、取引履歴照会権限と、照会する口座に対する操作権限が必要です。 

取引履歴照会の手順 



74 【取引履歴照会】 

入力項目の詳細は次ペ
ージに記載しています。 

3. 取引履歴一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

 

⑥ 

⑦ 

決済口座選択ボタンをクリックし
て決済口座を選択すると⑧～⑪が
入力されます。 

☞基本編 P17 共通機能 

『決済口座選択』 

【直接入力の場合】 

⑧支店コード（半角数字 3 桁） 

⑨支店名 

⑩口座種別 

ラジオボタンをクリックします。 

⑪口座番号（半角数字 7 桁） 

を入力します。 

①取扱日(必須)(YYYY/MM/DD) 
カレンダー機能が利用できます。 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

支店選択をクリックすると支店を名前で

検索し、入力することができます。 

☞基本編 P17 共通機能『支店選択』 

⑫担当者名 

⑬承認者名 

ユーザ選択をクリックすると名前で検索し、入力することができます。 

☞基本編 P20 共通機能『ユーザ選択』 

検索ボタンをクリックします。 

→4.『取引履歴一覧画面』へ 

 請求者 Ref.No. 

お客さまとお取引先とで請求を管
理するためのフリー入力欄です。注
文書番号や請求書番号の入力が可
能です。 

【検索結果を絞込む場合】 

②記録番号(半角英数字 20 文字) 

③請求番号(半角英数字 20 文字) 

④依頼番号(半角数字 22 桁) 

⑤請求者 Ref.No. 

⑥業務名 

リストから選択します 

⑦I/F 種別 
チェックボックスにチェックします 

を入力します。 
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●入力項目一覧表【取引履歴一覧画面】 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須 

任意 
内容・入力例 

① 取扱日 (YYYY/MM/DD) 必須 
当日を含めた過去 92 日間の範囲で指定が可能。 

入力例｢2016/04/19｣～｢2016/04/20｣※2 

② 記録番号 半角英数字(20) 任意 
入力例＝｢000000XYZ90000S00004｣ 
英字については大文字のみ入力可能。 

③ 請求番号 半角英数字(20) 任意 
入力例＝｢S0129201604200000001｣ 
英字については大文字のみ入力可能。 

④ 
依頼番号 

(一括依頼番号) 
半角数字(22) 任意 入力例＝｢0129201604201111111113｣ 

⑤ 請求者 Ref.No. 半角英数字(40) 任意 

お客さまとお取引先とで請求を管理するためのフリー
入力欄。注文書番号や請求書番号の入力が可能。 

英字については大文字のみ入力可能。 

記号については .( )- のみ入力可能。 

⑥ 業務名 － 任意 プルダウンボタンにて選択する。 

⑦ I/F 種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑧ 支店コード 半角数字(3) 任意 入力例＝｢100｣※1 

⑨ 支店名 全角文字(100) 任意 入力例＝｢本店営業部｣ 

⑩ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑪ 口座番号 半角数字(7) 任意 入力例＝｢0000011｣※1 

⑫ 担当者名 全半角文字(96) 任意 
半角は 96 文字以内、全角の入力も可能で全角 1 文字
は半角の 2 文字分となる。 

⑬ 承認者名 全半角文字(96) 任意 
半角は 96 文字以内、全角の入力も可能で全角 1 文字
は半角の 2 文字分となる。 

 

※１：有効桁数に満たない数が入力された場合は、有効桁数になるよう、入力された数の左に｢0｣が自動で設定されます。 

 例：口座番号に｢123｣と入力すると｢0000123｣と 7 桁に補正されます。 

※２：｢/｣を省略して数字のみ 8 桁で入力することが可能です。 

 例：｢20160428｣と入力すると｢2016/04/28｣と補正されます。 

 

  



76 【取引履歴照会】 

5. 発生記録（債務者）
請求詳細画面 

内容を印刷したいとき
は印刷ボタンをクリッ
クします。 

☞基本編 P21共通機能 

『印刷機能』 

4. 取引履歴一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 取引履歴照会の完了となります。 



77 【操作履歴照会】 

操作履歴照会ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 操作履歴照会メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

操作履歴照会 

 概要 
 過去の操作を照会することができます。 
 当日を含めた過去 92日間の範囲で照会が可能です。 
 一覧で照会できる件数の上限は 2,000件です。 
 操作履歴をファイル(CSV形式)でダウンロードすることができます。 
 操作履歴照会権限を持つユーザは、全ユーザの操作履歴を照会することができます。 
 取引履歴照会権限を持たないユーザは、自分自身の操作履歴のみ照会できます。 

企業操作履歴ボタンをクリックします。 



78 【操作履歴照会】 

内容を印刷したいとき
は印刷ボタンをクリッ
クします。 

☞基本編 P21共通機能
『印刷機能』 

5. 操作履歴詳細画面 

内容を印刷したいとき
は印刷ボタンをクリッ
クします。 

☞基本編 P21共通機能
『印刷機能』 

3. 企業操作履歴照会画面 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 企業操作履歴照会画面 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

検索条件を入力し、操
作履歴を検索します。 

ユーザ選択をクリックする
と名前で検索し、入力するこ
とができます。 

☞基本編 P20共通機能 

『ユーザ選択』 

検索ボタンをクリックします。 

【検索結果を絞込む場合】 

②ログイン ID(半角 30文字以内) 

③IPアドレス(半角 39文字以内) 

④業務種別 
リストから選択します。 

⑤処理結果 
リストから選択します。 

を入力します。 

①操作日時(必須)(YYYY/MM/DD) 
カレンダー機能が利用できます。 

 操作履歴照会の完了となります。 

 



79 【債権照会(開示)／詳細検索】 

債権照会(開示)ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 債権情報照会メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

債権照会（開示）／詳細検索 

 概要 

 決済口座情報や請求者区分(立場)を入力することで詳細検索を行うことができます。 

 発生請求を行った債権や保有している債権等の債権照会(開示)ができます。 

 照会した債権の履歴情報を照会できます。 

 概要 

 記録番号、支払期日、請求日等が必要です。 

ｚ 



80 【債権照会(開示)／詳細検索】 

2. 債権照会(開示)条件入力画面 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●入力項目一覧表【債権照会(開示)条件入力画面 1】 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須 

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字(3) 必須 入力例＝｢100｣※ 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字(7) 必須 入力例＝｢0000001｣※ 

※：有効桁数に満たない数が入力された場合は、有効桁数になるよう、入力された数の左に｢0｣が自動で設定されます。 

 例：口座番号に｢123｣と入力すると｢0000123｣と 7 桁に補正されます。  

ｚ 

① 

② 

③ 

債権照会(開示)したい
債権情報を検索しま
す。 

【決済口座が複数あ
る場合】 
決済口座選択ボタン
をクリックして決済
口座を選択すると①
～③が入力されます。 

☞基本編 P17 共通機
能『決済口座選択』 

【直接入力の場合】 

①支店コード(必須) 

(半角数字 3 桁) 

②口座種別(必須) 

ラジオボタンをクリッ

クします。 

③口座番号(必須) 

(半角数字 7 桁) 

を入力します。 

支店選択をクリックすると支店を検索し、

入力することができます。 

☞基本編 P17 共通機能『支店選択』 

全て表示ボタンをクリックします。 



81 【債権照会(開示)／詳細検索】 

入力項目の詳細は次ペ
ージに記載しています。 

3. 債権照会(開示)条件入力画面 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

債権照会（開示）した
い債権情報を検索しま
す。 

① 

①処理方式区分(必須) 

を選択し、必要項目を入力し検索ボタンを
クリックします。 

【即時照会(同期)の場合】 

→4.『即時照会結果一覧画面』へ 

【一括予約照会(非同期)の場合】 

→8.『一括予約照会入力完了画面』へ 

②開示方式・単位 

を選択します。 

【債権情報(記録事項)の照会の場合】 

→4.『即時照会結果一覧画面』へ 

【履歴情報(提供情報)の照会の場合】 

→6.『即時照会結果一覧画面』へ 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑯ 

⑰ 

⑱ 

【記録番号を条件に照会を選択した場合】 

③記録番号を入力します。 

【記録番号を条件に照
会以外を選択した場合】 

④請求者区分(立場) 

リストから選択します。 

⑤記録請求内容 

リストから選択します。 

⑥請求日※ 

(YYYY/MM/DD) 

⑦請求金額(円) 

(半角数字 10 桁以内) 

⑧支払期日※ 

(YYYY/MM/DD) 

⑨相手先区分(相手立場) 

⑩譲渡記録有無 

⑪強制執行等記録有無 

⑫支払等記録有無 

⑬信託記録有無 

⑭期間指定 

を入力します。 

※⑥⑦はカレンダー機能が

利用できます。 

※⑨~⑭はラジオボタンを

クリックします。 

【⑨相手先区分で債権者または債務者を指定した場合】 

相手先選択ボタンと金融機関選択ボタンが活性化されます。 

相手先選択ボタンをクリックすると取引先一覧が表示され、
そこから選択することができます。 

⑮金融機関コード(半角数字 4 桁) 

⑯支店コード(半角数字 3 桁) 

⑰口座種別 ラジオボタンをクリックします。 

⑱口座番号(半角数字 7 桁) 

を入力します。 

ｚ 

検索ボタンをクリック

します。 



82 【債権照会(開示)／詳細検索】 

●入力項目一覧表【債権照会(開示)条件入力画面 2】 

 処理方式 

No 項目名 属性（桁数） 
必須 

任意 
内容・入力例 

① 処理方式区分 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

 

 検索方式 

No 項目名 属性（桁数） 
必須 

任意 
内容・入力例 

② 開示方式・単位 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

 

 記録番号開示条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須 

任意 
内容・入力例 

③ 記録番号 半角英数字(20) 任意 

開示方式・単位が｢記録番号を条件に照会｣の場合、必
須入力。 

入力例＝｢000000XYZ90000S00004｣ 

英字については大文字のみ入力可能。 

 

 立場／記録請求内容・請求日開示条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須 

任意 
内容・入力例 

④ 請求者区分(立場) － ※3 プルダウンにて選択する。 

⑤ 記録請求内容 － ※3 プルダウンにて選択する。 

⑥ 請求日 (YYYY/MM/DD) ※3 本日以前を指定。(指定可能な期間は 1 ヵ月以内) 

⑦ 債権金額(円) 半角数字(10) ※3 1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下で指定が可能。 

⑧ 支払期日 (YYYY/MM/DD) ※3 入力例＝｢2016/07/29｣※2 

⑨ 
相手先区分 

(相手立場) 
－ ※3 ラジオボタンで選択する。 

⑩ 譲渡記録有無 － ※3 ラジオボタンで選択する。 

⑪ 強制執行等記録有無 － ※3 ラジオボタンで選択する。 

⑫ 支払等記録有無 － ※3 ラジオボタンで選択する。 

⑬ 信託記録有無 － ※3 ラジオボタンで選択する。 

⑭ 期間指定 － ※3 ラジオボタンで選択する。 

 

 立場／記録請求内容・請求日開示条件●相手先区分情報(相手方立場) 

No 項目名 属性（桁数） 
必須 

任意 
内容・入力例 

⑮ 金融機関コード 半角数字(4) 必須 入力例＝｢0129｣※1 

⑯ 支店コード 半角数字(3) 必須 入力例＝｢120｣※1 

⑰ 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

⑱ 口座番号 半角数字(7) 必須 入力例＝｢0000022｣※1 

 

※１：有効桁数に満たない数が入力された場合は、有効桁数になるよう、入力された数の左に｢0｣が自動で設定されます。 

 例：口座番号に｢123｣と入力すると｢0000123｣と 7 桁に補正されます。 

※２：｢/｣を省略して数字のみ 8 桁で入力することが可能です。 

 例：｢20160428｣と入力すると｢2016/04/28｣と補正されます。 

※３：検索条件の組み合わせにより、必須・任意・入力不可項目が異なります。詳細はP83『検索条件による入力項目表』 
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一括予約照会（非同期）

債権情報（記録事項）の照会
記録番号を条件に照会

■決済口座情報（請求者情報）

1 支店コード ◎ ◎ ◎

2 口座種別 ◎ ◎ ◎

3 口座番号 ◎ ◎ ◎

■処理方式

4 処理方式区分 ☆ ☆ ☆

■検索方式

5 開示方式・単位 ☆ ☆ ☆

■記録番号開示条件

6 記録番号 ◎ － －

■立場／記録請求内容・請求日開示条件

7 請求者区分(立場) － ◎ ◎

8 記録請求内容 － － －

9 請求日※３ － － －

10 債権金額(円）※３ － 〇 〇

11 支払期日※３ － 〇 ◎

12 相手先区分（相手立場） － 〇 〇

13 譲渡記録有無 － 〇 〇

14 強制執行等記録有無 － 〇 〇

15 支払等記録有無 － 〇 〇

16 信託記録有無 － 〇 〇

17 期間指定 〇 〇

■相手先区分情報（相手立場）

18 金融機関コード － 〇※１ 〇※１

19 支店コード － 〇※１ 〇※１

20 口座種別 － 〇※１ 〇※１

21 口座番号 － 〇※１ 〇※１

項番 入力項目
即時照会（同期）

債権情報（記録事項）の照会
請求者区分（立場）を条件に照会

一括予約照会（非同期）

履歴情報（提供情報）の照会
記録番号を条件に照会

■決済口座情報（請求者情報）

1 支店コード ◎ ◎ ◎

2 口座種別 ◎ ◎ ◎

3 口座番号 ◎ ◎ ◎

■処理方式

4 処理方式区分 ☆ ☆ ☆

■検索方式

5 開示方式・単位 ☆ ☆ ☆

■記録番号開示条件

6 記録番号 ◎ － －

■立場／記録請求内容・請求日開示条件

7 請求者区分(立場) － － －

8 記録請求内容 － ◎ ◎

9 請求日※３ － ◎ ◎

10 債権金額(円）※３ － 〇※２ 〇※２

11 支払期日※３ － 〇※２ 〇※２

12 相手先区分（相手立場） － － －

13 譲渡記録有無 － － －

14 強制執行等記録有無 － － －

15 支払等記録有無 － － －

16 信託記録有無 － － －

17 期間指定 〇 〇

■相手先区分情報（相手立場）

18 金融機関コード － － －

19 支店コード － － －

20 口座種別 － － －

21 口座番号 － － －

項番 入力項目
即時照会（同期）

履歴情報（提供情報）の照会
請求者区分（立場）を条件に照会

●検索条件による入力項目表 

入力項目の区分は｢処理方式区分｣、｢開示方式・単位｣の入力内容により、入力パターンが分かれます。 

【債権情報（記録事項）の照会の場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【履歴情報（提供情報）の照会の場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【凡例】 

☆：条件項目 

○：任意入力項目 

◎：必須入力項目 

－：入力不可項目 

ご注意事項 
※1 相手先区分(相手立場)を指定すると入力可能となります。なお、いずれか 1種目以上の入力は必須となります。 
※2 提供情報開示の場合、発生記録情報の開示を行う場合に限り、任意で支払期日と債権金額(円)を指定可能です。 
※3 必須入力項目の場合は範囲の双方への入力が必要、任意入力項目の場合は範囲の片方のみの入力も可能です。 
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【照会結果を一覧表で印刷する場合】 
債権一覧印刷ボタン※2をクリックします。 
【照会結果を既定の形式で印刷する場合】 
開示結果一覧ボタン※2をクリックします。 

5. 債権詳細画面 

ダウンロード(CSV形式)ボタンまたは 
ダウンロード(共通フォーマット形式)ボタン
をクリックすると、開示結果をダウンロー
ド※2することが可能です。 

【即時照会(同期)】で【債権情報(記録事項)の照会】の場合 

4. 即時照会結果一覧画面(債権情報(記録事項)の照会) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 開示結果の還元方法 

開示方式･単位 処理方式区分 還元方法 

債権情報(記録事項) 

の照会 

即時照会 

(同期) 

①画面への出力 

②PDF 形式での出力 

③共通フォーマット形式によるダウンロード 

④CSV 形式でのダウンロード 

 

 債権照会(開示)／詳細検索の完了となります。対象債権の
債権情報を確認してください。 

検索結果を表示し※1、
記録番号一覧から債権
を選択します。 

 

内容を印刷したいとき
は印刷ボタンをクリッ
クします。 

☞基本編 P21 共通機能 

『印刷機能』 

ご注意事項 
※1 即時照会(同期)における開示可能上限件

数は 200 件までとなります。開示可能上
限件数を超過した場合は、検索条件を変
更して再検索を行っていただくか、一括
予約照会を行ってください。 

※2 開示方式･単位項目の｢債権情報(記録事
項)の照会 記録番号を条件に照会｣また
は｢債権情報(記録事項)の照会 請求者区
分(立場)を条件に照会｣を選択した場合の
みダウンロード可能です。 

※3 共通フォーマット形式のファイルフォー
マットについては☞付録１P37『開示結果
ファイル(共通フォーマット形式)』 

※4 CSV 形式のファイルフォーマットにつ
いては☞付録１P7 『開示結果ファイル
(CSV形式)』 
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開示結果印刷ボタン※2

をクリックすると、開
示結果を帳票印刷でき
ます。 

ダウンロード(CSV形
式)ボタンをクリック
すると、開示結果をダ
ウンロードすること
が可能です。 

選択ボタンをクリック
すると、当該債権に対
する履歴情報を表示し
ます。 

8. 詳細画面 

【即時照会(同期)】で【履歴情報(提供情報)の照会】の場合 

6. 即時照会結果一覧画面(履歴情報(提供情報)の照会) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 履歴情報（提供情報）一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索結果を表示し※1、
記録番号一覧から債権
を選択します。 

内容を印刷したいとき
は印刷ボタンをクリ
ックします。 

☞基本編P21共通機能 

『印刷機能』 

 

ご注意事項 
※1 即時照会(同期)における開示可能上限件数

は 200 件までとなります。開示可能上限件
数を超過した場合は、検索条件を変更して
再検索を行っていただくか、一括予約照会
を行ってください。 

※2 検索結果が 0 件の場合、開示結果印刷ボタ
ンは表示されません。 

 債権照会（開示）／簡易検索の完了とな
ります。対象債権の債権情報を確認して
ください。 
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【一括予約照会(非同期)の場合】 

9. 一括予約照会入力完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 開示結果の還元方法 

開示方式･単位 処理方式区分 還元方法 

債権情報(記録事項)の照会 

即時照会 

（同期） 

①画面への出力 

②PDF 形式での出力 

③共通フォーマット形式によるダウンロード※1 

④CSV 形式でのダウンロード※2 

一括予約照会 

（非同期） 

①共通フォーマット形式によるダウンロード※1 

②CSV 形式でのダウンロード※2 

履歴情報(提供情報)の照会 

即時照会 

（同期） 

①画面への出力 

②PDF 形式での出力 

③CSV 形式でのダウンロード※2 

一括予約照会 

（非同期） 
①CSV 形式でのダウンロード※2 

※1：共通フォーマット形式のファイルフォーマットについては 
☞付録１P37『開示結果ファイル(共通フォーマット形式)』 

※2：CSV 形式のファイルフォーマット形式については 
☞付録１P7『開示結果ファイル(CSV形式)』 

 

 開示(一括予約照会(非同期))請求の完了となります。 
 照会結果の確認は請求結果通知の受信後、一括予約照会結果一覧画面から照会結果をファイルでダウンロードし

てください。手順についてはP87『一括予約照会結果一覧』 
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一括予約照会結果一覧ボタンをクリックします。 

 

 

1. 債権情報照会メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 一括予約照会結果一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｚ 

ｚ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

 

⑥ 

⑦ 

一括予約照会（非同期）
の結果を確認します。 

【結果表示を絞込む場合】 

①支店コード(半角数字 3 桁) 

②口座種別 ラジオボタンをクリックします。 

③口座番号(半角数字 7 桁) 

④請求番号(半角英数字 20 文字) 

⑤開示請求日(YYYY/MM/DD) 

 カレンダー機能が利用できます。 

⑥開示方式 リストから選択します。 

⑦ダウンロード ラジオボタンをクリックします。 

を入力します。 

支店選択をクリックすると支店を検索し、

入力することができます。 

☞基本編 P17 共通機能『支店選択』 

検索ボタンをクリックします。 

一括予約照会結果一覧 
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4.一括予約照会結果
詳細画面 

3. 一括予約照会結果一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｚ 

 

ご注意事項 
※1 開示方式･単位項目の｢債権情報(記録事項)の照会 請求者区分(立

場)を条件に照会｣を選択した場合のみダウンロード可能です。 
※2 共通フォーマット形式のファイルフォーマットについては 

☞付録１P37『開示結果ファイル(共通フォーマット形式)』 
※3 CSV 形式のファイルフォーマットについては 

☞付録１P7『開示結果ファイル(CSV形式)』 

【照会結果を一覧表で印刷する場合】 
債権一覧印刷ボタン※1をクリックしま
す。 

ダウンロード(CSV形式)ボタン※2または 
ダウンロード(共通フォーマット形式)ボタ
ン※3をクリックすると、開示結果をダウ
ンロードすることが可能です。 
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受取債権情報の作成ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．債権情報照会メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

債権照会(受取債権／入金予定／支払予定) 

 概要 
 発生記録や譲渡記録などにより、被請求者として受け取った記録通知を抽出し、受取債権情

報として作成後、ダウンロードできます。 
 自身が債権者である電子記録債権を抽出し、入金予定として作成後、ダウンロードできます。 
 自身が債務者である電子記録債権を抽出し、支払予定として作成後、ダウンロードできます。 
 受取債権･入金予定･支払予定は、帳票･CSV･固定長形式でダウンロードできます。 
 固定長形式でダウンロードする場合、受取債権情報は共通フォーマット･配信 1 形式ファイル

で、入金予定･支払予定情報は開示結果ファイル(配信 2 形式)でのご提供となります。 

 

受取債権情報の作成手順 
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入力項目の詳細は次ページに
記載しています。 

作成する固定長ファイルの 

⑫文字コード 

ラジオボタンをクリックします。 

⑬改行コード 

ラジオボタンをクリックします。 

を選択します。 

2．受取債権情報作成画面(簡易検索画面) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．受取債権情報作成画面(詳細検索画面) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受取債権の検索条件、およ
び固定長ファイルの出力形
式を指定します。 

全て表示ボタンをクリックして詳細な検索条件を指定し、検索することができます。 

取扱日の下に検索項目が追加されます。 

→3．『受取債権情報作成画面(詳細検索画面)』 

⑤記録番号 

(半角英数字 20 文字) 

⑥請求者 Ref.No. 

(半角英数字 40 文字以内) 

⑦業務名 

リストから選択します。 

を入力します。 

① 

② 

③ 

④ 

支店選択をクリックする

と支店を検索し、入力する

ことができます。 

☞基本編 P17 共通機能 

『支店選択』 

決済口座選択ボタンをクリッ
クして決済口座を選択すると
⑧～⑪が入力されます。 

☞基本編 P17 共通機能 

『決済口座選択』 

【直接入力の場合】 

⑧支店コード 

(半角数字 3 桁) 

⑨支店名 

(全角 15 文字以内) 

⑩口座種別 

 ラジオボタンをクリックします。 

⑪口座番号 

(半角数字 7 桁) 

を入力します。 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

ファイル／帳票作成

ボタンをクリックし

ます。 

⑫ 

⑬ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

①出力対象の通知(必須)  

ラジオボタンをクリックします。 

②取消／不成立の通知(必須)  

ラジオボタンをクリックします。 

③抽出範囲(必須) 

ラジオボタンをクリックします。 

④取扱日 

(YYYY/MM/DD) ※ 

を入力します。 

※カレンダー機能が利用できます。 
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●入力項目一覧表【受取債権情報作成】 

 検索条件 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

① 出力対象の通知 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

② 取消／不成立の通知 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

③ 抽出範囲 － 必須 

ラジオボタンにて選択する。 

｢前回出力以降の通知を出力｣を選択した場合は、｢出力
した通知を｢出力済み｣扱いとする。｣チェックボックス
を選択する。 

④ 取扱日 (YYYY/MM/DD) 任意 入力例＝｢2016/04/18｣※2 

⑤ 記録番号 半角英数字(20) 任意 
入力例＝｢000000XYZ90000S00004｣ 

英字については大文字のみ入力可能。 

⑥ 請求者 Ref.No. 半角英数字(40) 任意 

お客さまとお取引先とで請求を管理するためのフリー
入力欄。注文書番号や請求書番号の入力が可能。 

英字については大文字のみ入力可能。 

記号については .( )- のみ入力可能。 

⑦ 業務名 － 任意 プルダウンにて選択する。 

⑧ 支店コード 半角数字(3) 任意 入力例＝｢120｣※1 

⑨ 支店名 全角文字(15) 任意 入力例＝｢足利支店｣ 

⑩ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑪ 口座番号 半角数字(7) 任意 入力例＝｢0000022｣※1 

※１：有効桁数に満たない数が入力された場合は、有効桁数になるよう、入力された数の左に｢0｣が自動で設定されます。 

 例：口座番号に｢123｣と入力すると｢0000123｣と 7 桁に補正されます。 

※２：｢/｣を省略して数字のみ 8 桁で入力することが可能です。 

 例：｢20160418｣と入力すると｢2016/04/18｣と補正されます。 

 

 固定長ファイルの出力形式 

No 項目名 属性(桁数) 
必須 

任意 
内容・入力例 

⑫ 文字コード － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

⑬ 改行コード － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

 

4．受取債権情報_作成条件入力完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 受取債権情報作成の条件入力は完了となります。 
 受取債権情報の確認は、受取債権情報_作成結果詳細画面からダウンロード

してください。 
手順についてはP92『受取債権情報のダウンロード手順』 
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作成結果のダウンロードボタンをクリックします。 

検索ボタンをクリックします。 

 

 

1．債権情報照会メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．受取債権情報_作成結果一覧画面(検索条件入力) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受取債権情報のダウンロード手順 

 

受取債権情報の作成結果を
確認します。 

① 
 

② 

③ 

【結果を絞込む場合】 

①作成依頼日 

(YYYY/MM/DD) ※ 

②作成依頼番号 

(半角数字 18 文字) 

③ダウンロード 

ラジオボタンをクリックし

ます。 

を入力します。 

※カレンダー機能が利用でき

ます。 
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4. 受取債権情報_作成
結果詳細画面 

3．受取債権情報_作成結果一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【CSV 形式でダウンロードする場合】 

ダウンロード(CSV形式)ボタンをクリッ
クします。 

【共通フォーマット(配信 1)形式でダウ
ンロードする場合】 

ダウンロード(共通フォーマット形式)ボタン
をクリックします。 

【受取債権一覧を印刷する場合】 

受取債権一覧印刷ボタンをクリックし
ます。 

 受取債権情報ダウンロードの完了となります。 

受取債権の作成結果を
確認します。 
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入金予定情報の作成ボタンをクリックします。 

 

1．債権情報照会メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入金予定情報の作成手順 

ご注意事項 
入金予定情報に計上する債権は、作成時点で記録済みの債権が対象となります。予約中の発生記録請求、および予約

中の譲渡(分割)記録請求は対象外となります。 
また、口座間送金決済以外で弁済･入金がなされる債権についても、入金予定情報の計上対象外となります。(例:電子

記録保証人による弁済、割引による入金) 
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作成する固定長ファイルの 

⑤文字コード(必須) 

ラジオボタンをクリックします。 

⑥改行コード(必須) 

ラジオボタンをクリックします。 

を選択します。 

2．入金予定情報作成画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．入金予定情報_作成条件入力完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入金予定情報の検索条件、
および固定長ファイルの出
力形式を指定します。 

① 

①決済予定日 

(YYYY/MM/DD) 

本日以降 1 年間以内で指定し

ます。 

を入力します。 

決済口座選択ボタンをクリ
ックして決済口座を選択す
ると②～④が入力されま
す。 

☞基本編 P17 共通機能 

『決済口座選択』 

【直接入力の場合】 

②支店コード(必須) 

(半角数字 3 桁) 

③口座種別(必須) 

 ラジオボタンをクリックしま

す。 

④口座番号(必須) 

(半角数字 7 桁) 

を入力します。 

② 

③ 

④ 

支店選択をクリックすると

支店を名前で検索し、入力す

ることができます。 

☞基本編 P17 共通機能 

『支店選択』 

ファイル／帳票作成ボタ

ンをクリックします。 

⑤ 

⑥ 

 入金予定情報作成の条件入力は完了となります。 
 入金予定情報の確認は、入金予定情報_作成結果詳細画面からダウンロードしてください。 

手順についてはP96『入金予定情報のダウンロード手順』 
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作成結果のダウンロードボタンをクリックします。 

 

1．債権情報照会メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．入金予定情報_作成結果一覧画面(検索条件入力) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入金予定情報のダウンロード手順 

入金予定情報の作成結果を
確認します。 

【結果を絞込む場合】 

①作成依頼日 

(YYYY/MM/DD)※ 

②請求番号 

(半角数字 20 文字) 

③ダウンロード 

ラジオボタンをクリックし

ます。 
を入力します。 
※カレンダー機能が利用で
きます。 

① 
 

② 

③ 

検索ボタンをクリックします。 
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4. 入金予定情報_作成
結果詳細画面 

3．入金予定情報_作成結果一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【CSV形式でダウンロードする場合】 

ダウンロード(CSV形式)ボタンをクリ
ックします。 

【共通フォーマット(配信 1)形式でダ
ウンロードする場合】 

ダウンロード(共通フォーマット形式)ボ
タンをクリックします。 

【入金予定表を印刷する場合】 

入金予定表印刷ボタンをクリックし
ます。 

【入金予定明細を印刷する場合】 

入金予定明細一覧印刷ボタンをクリ
ックします。 

 入金予定情報ダウンロードの完了となります。 
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支払予定情報の作成ボタンをクリックします。 

 

1．債権情報照会メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

支払予定情報の作成手順 

ご注意事項 
支払予定情報に計上する債権は、作成時点で記録済みの債権が対象となります。予約中の発生記録請求は対象外とな

ります。 
また、口座間送金決済以外で弁済･入金がなされる債権についても、支払予定情報の計上対象外となります。(例:電

子記録保証人に対する弁済、電子記録保証債務に関する支払) 
 
支払預手情報を作成後、支払予定が確定するまでに、債権の異動や金額変更等が発生する可能性があります。確定し

た支払予定は、決済日の 2 営業日前に通知される決済情報通知にてご確認ください。 
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作成する固定長ファイルの 

⑤文字コード(必須) 

ラジオボタンをクリックします。 

⑥改行コード(必須) 

ラジオボタンをクリックします。 

を選択します。 

2．支払予定情報作成画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

支払予定情報の検索条件、
および固定長ファイルの出
力形式を指定します。 

①決済予定日 

(YYYY/MM/DD) 

本日以降1年間以内で指定します。 

を入力します。 

 

支店選択をクリックすると

支店を名前で検索し、入力す

ることができます。 

☞基本編 P17 共通機能 

『支店選択』 

ファイル／帳票作成ボタ

ンをクリックします。 

 

① 

② 

③ 

④ 

 

⑤ 

⑥ 

決済口座選択ボタンをクリック
して決済口座を選択すると②～
④が入力されます。 

☞基本編 P17 共通機能 

『決済口座選択』 

【直接入力の場合】 

②支店コード(必須) 

(半角数字 3 桁) 

③口座種別(必須) 

 ラジオボタンをクリックします。 

④口座番号(必須) 

(半角数字 7 桁) 

を入力します。 
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3．支払予定情報_作成条件入力完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 支払予定情報作成の条件入力は完了となります。 
 支払予定情報の確認は、支払予定情報_作成結果詳細画面からダウンロードしてください。 

手順についてはP101『支払予定情報のダウンロード手順』 
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作成結果のダウンロードボタンをクリックします。 

 

1．債権情報照会メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．支払予定情報_作成結果一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

支払予定情報のダウンロード手順 

支払予定情報の作成結果を
確認します。 

① 
 

② 

③ 

【結果を絞込む場合】 

①作成依頼日 

(YYYY/MM/DD)※ 

②請求番号 

(半角数字 20 文字) 

③ダウンロード 

ラジオボタンをクリックしま

す。 
を入力します。 
※カレンダー機能が利用で
きます。 
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4. 支払予定情報_作成
結果詳細画面 

3．支払予定情報_作成結果一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【CSV 形式でダウンロードする場合】 

ダウンロード(CSV形式)ボタンをクリッ
クします。 

【共通フォーマット(配信 1)形式でダウ
ンロードする場合】 

ダウンロード(共通フォーマット形式)ボタ
ンをクリックします。 

【支払予定表を印刷する場合】 

支払予定表印刷ボタンをクリックしま
す。 

【支払予定明細を印刷する場合】 

支払予定明細一覧印刷ボタンをクリッ
クします。 

 支払予定情報ダウンロードの完了となります。 
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特殊な通知情報についての一覧を以下に示します。 

種類 通知情報一覧のタイトル 通知内容 

支払不能登録 支払不能債権登録結果通知結果受付 支払不能債権確定の内容通知 

強制執行 

(電子記録禁止) 

強制執行等記録通知受付 強制執行記録の内容通知 

強制執行等記録削除通知受付 強制執行記録削除の内容通知 

強制執行等記録一部取消通知受付 強制執行記録一部取消の内容通知 

強制執行 

(譲渡命令等) 

強制執行変更記録通知受付 強制執行変更記録の内容通知 

強制執行譲渡記録予約取消通知受付 強制執行譲渡記録予約取消の内容通知 

強制執行分割記録予約取消通知受付 強制執行分割記録予約取消の内容通知 

強制執行 

(支払等記録) 
強制執行支払等記録通知受付 強制執行支払等記録の内容通知 

異議申立 

(登録) 

異議申立通知受付 異議申立の内容通知 

異議申立種別変更通知受付 異議申立種別変更の内容通知 

異議申立 

(取消) 

異議申立取消通知受付 異議申立取消の内容通知 

異議申立取消通知(記録機関)受付 異議申立取消通知(記録機関)受付の内容通知 

処分審査 異議申立(処分審査)通知受付 異議申立(処分審査)の内容通知 

企業ユーザ管理 

企業ユーザ変更 

ロックアウト通知 

(ロックアウトとなった企業管理ユーザ以外の企業管

理ユーザ) 

ロックアウト通知 

(ロックアウトとなった企業管理ユーザ) 

企業ユーザ承認パスワード変更 

ロックアウト通知 

(ロックアウトとなった企業管理ユーザ以外の企業管

理ユーザ) 

パスワード強制変更でロックアウトした場合にもロッ

クアウトした旨を通知する。 

ロックアウト通知 

(ロックアウトとなった企業ユーザ) 

パスワード強制変更でロックアウトした場合にもロッ

クアウトした旨を通知する。 

利用停止・利用制限 

相続時利用停止通知 相続時利用停止の内容通知 

相続時利用停止解除通知 相続時利用停止解除の内容通知 

相続時利用停止結果通知 相続時利用停止結果の内容通知 

相続時利用停止解除結果通知 相続時利用停止解除結果の内容通知 

 

 

通知情報(異例) 

 



104 【承諾／否認の手順】 

承諾待ち一覧ボタンを
クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. トップ画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

承諾／否認の手順 

 概要 
 承諾が必要な請求がある場合、被請求者あてに承諾依頼通知が通知されます。 
 承諾依頼に対して、承諾を行うことで請求の成立となります。否認を行った場合、請求は不成

立となります。 
 承諾待ち一覧から、担当者が承諾仮登録や否認仮登録を行います。承認者が仮登録を承認する

ことで完了します。 
 承諾依頼通知の受領後から記録予定日の５銀行営業日後(記録予定日当日含む)までの間に承

認を行うことができます。また、請求内容について異議がある場合は、同一期間内に否認する
こともできます。 

 否認した場合、または否認も承諾もせずに記録予定日から５銀行営業日(記録予定日当日含む)
が経過した場合、請求は成立しません。 

 承諾が必要な請求は｢債権発生請求(債権者請求)｣｢変更記録｣｢保証記録｣｢支払等記録(支払を行
ったことによる記録請求)｣です。 

ｚ 
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2. 承諾待ち一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 承諾待ち一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

承諾または否認する請求
を選択します。 

選択ボタンをクリックします。 

 ヒント 

検索機能やソート機能
を利用することで絞込
みや一覧表示の並替え
が可能となります。 

①記号番号(半角英数字 20 文字) 

②請求種別 

リストから選択します。 

を入力します。 

③ 

④ 

⑤ 

① 

② 

検索条件を指定し、目的
の承諾対象を検索する
ことができます。 

【決済口座が複数ある場合】 
決済口座選択ボタンをクリックして決済口
座を選択すると③～⑤が入力されます。 

☞基本編 P17 共通機能『決済口座選択』 

【直接入力の場合】 

③支店コード(半角数字 3 桁) 

④口座種別 

 ラジオボタンをクリックします。 

⑤口座番号(半角数字 7 桁) 

を入力します。 

支店選択をクリックすると支店を検索し、入

力することができます。 

☞基本編 P17 共通機能『支店選択』 

検索ボタンをクリックします。 
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4. 発生記録(債権者)請求諾否回答仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

承認者へ連絡事項等があ

る場合は①コメント(全

半角250文字以内)を入力

します。 

【承諾をする場合】 

承諾の確認へ（仮登録）ボタン
をクリックします。 

→5.『発生記録(債権者)請求
承諾仮登録確認画面』へ 

【否認をする場合】 

否認の確認へ（仮登録）ボタン
をクリックします。 

→7.『発生記録(債権者)請求
否認仮登録確認画面』へ 
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承諾の実行（仮登録）ボ
タンをクリックします。 

内容を印刷したいとき
は印刷ボタンをクリ
ックします。 

☞基本編P21共通機能 

『印刷機能』 

5. 発生記録（債権者）請求承諾仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 発生記録（債権者）請求承諾仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスにチェッ
クを入れてください。 

チェックを入れていない
場合、仮登録の実行はで
きません。 

内容を確認し、仮登録を
実行します。 

 

 仮登録の完了となります。 
※請求の完了は承認者の承認が完了した時点となります。 

 仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 
 承認者の手順については、☞基本編 P135『承認／差戻しの手順』 

仮登録を実行したこと
で請求番号が決定しま
す。請求番号は、この
請求を特定する番号と
なりますのでご留意く
ださい。 
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否認の実行（仮登録）ボ
タンをクリックします。 

内容を印刷したいとき
は印刷ボタンをクリ
ックします。 

☞基本編P21共通機能 

『印刷機能』 

7. 発生記録（債権者）請求否認仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 発生記録（債権者）請求否認仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスにチェッ
クを入れてください。 

チェックを入れていない
場合、仮登録の実行はで
きません。 

 仮登録の完了となります。 
※請求の完了は承認者の承認が完了した時点となります。 

 仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 
 承認者の手順については、☞基本編 P135『承認／差戻しの手順』 

仮登録を実行したこと
で請求番号が決定しま
す。請求番号は、この
請求を特定する番号と
なりますのでご留意く
ださい。 
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企業情報管理ボタンをクリック
します。 

変更ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

2. 企業管理メニュー画面 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

企業情報変更の手順 

 概要 
 マスタユーザは同一ユーザによる仮登録／承認の抑止機能、および承認管理機能、複数債権発

生記録請求(画面入力)機能の利用有無と承認機能区分当方負担手数料、先方負担手数料の設定
ができます。 

ｚ 

ｚ 

企業情報変更 
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①～⑪ 

 機能の説明１参照 

⑫⑬ 

 機能の説明２参照 

変更内容の確認へボタンを
クリックします。 
 →4.『企業情報変更確認画
面』へ 

【変更予定を追加する場合】 

追加ボタンをクリックしま
す。 

→4.『手数料追加画面』へ 

【変更予定を変更する場合】 

変更ボタンをクリックしま
す。 

 →5.『手数料変更画面』へ 

【変更予定を削除する場合】 

削除ボタンをクリックしま
す。 

 →6.『手数料削除画面』へ 

3. 企業情報変更画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

① 

② 

③ 
 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

承認方法や債権発生方
法を選択、設定します。 

ｚ 

ｚ 

ｚ 
ｚ 
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発生記録請求での画面表示の比較 

【承認管理機能の利用＝利用しない場合】※承認者情報は表示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 機能の説明１【承認機能】 

機能 設定 内容 

同一ユーザによる仮
登録／承認の抑止機
能の利用 

利用しない 

仮登録と承認を同一ユーザで実行することができま
す。担当者＝承認者となることができます。 

承認管理機能は利用できません。 

利用する 

仮登録を行ったユーザは自分が登録したものを承認す
ることはできません。担当者≠承認者となります。 

承認管理機能の利用が選択できるようになります。 

承認管理機能の利用 
利用しない 

承認機能の選択はできません。全てシングル承認のみ
となります。 

利用する 承認機能の選択ができます。 

承認機能 

※業務ごとに設定が可能 

承認者指定なし シングル承認 シングル承認のみのご利用となります。 

承認者指定あり 

シングル承認 担当者が仮登録を行う承認者を１名指定します。 

ダブル承認 

(順序なし) 
担当者が仮登録を行う際、承認者を２名指定します。 

ダブル承認 

(順序あり) 

担当者が仮登録を行う際、第１承認者と第２承認者を
指名し、第１承認者が承認後、第２承認者が承認しま
す。 

 機能の説明２【複数発生記録請求】 

機能 設定 内容 

複数発生記録請求 

(画面入力)機能の利用 

利用しない 債権発生請求を 1件ごとに入力します。 

利用する 
債権発生請求を連続して入力することで複数の債権を
まとめて発生させることができます。 

複数譲渡記録請求 

(画面入力)機能の利用 

利用しない 債権譲渡請求を 1件ごとに入力します。 

利用する 
債権譲渡請求を連続して入力することで複数の債権を
まとめて譲渡させることができます。 
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【承認管理機能の利用＝利用する／シングル承認の場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【承認管理機能の利用＝利用する／ダブル承認(順序なし)の場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【承認管理機能の利用＝利用する／ダブル承認(順序あり)の場合】 
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手数料情報の 

①適用開始日(必須) 

(YYYY/MM/DD)  
カレンダー機能が利用できます。 

②基準手数料 

ラジオボタンをクリックします。 

を入力します。 

【基準手数料を使用しない場合】 

個別に登録する手数料を入力します。 

③手数料(円)(半角数字 4桁以内)消費税込 

基準手数料読込ボタンを
クリックすると足利銀行
の基準手数料を表示しま
す。 

反映ボタンをクリックします。 

手数料情報の 

①適用開始日(YYYY/MM/DD)  
カレンダー機能が利用できます。 

②基準手数料(必須) 

ラジオボタンをクリックします。 

を入力します。 

【基準手数料を使用しない場合】 

個別に変更登録する手数料を入力します。 

③手数料(円)(半角数字 4桁以内)消費税込 

基準手数料読込ボタンを
クリックすると足利銀行
の基準手数料を表示しま
す。 

反映ボタンをクリックします。 

4．手数料追加画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．手数料変更画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3．『企業情報変更画面』
で選択した手数料に対
して、手数料情報を追
加します。 

ここでは「当方負担手
数料(変更予定)」を選択
したケースを例に説明
します。 

① 

② 

ｚ 

③ 

ｚ 

3．『企業情報変更画面』
で選択した手数料に対
して、手数料情報を変更
します。 

ここでは「先方負担手数
料(変更予定)」を選択し
たケースを例に説明し
ます。 

① 

② 

ｚ 

③ 

ｚ 
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反映ボタンをクリックします。 

6．手数料削除画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3．『企業情報変更画面』
で選択した手数料に対
して、手数料情報を削除
します。 

ここでは「先方負担手数
料(変更予定)」を選択し
たケースを例に説明し
ます。 

ｚ 
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7. 企業情報変更確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

①承認パスワード(必須) 

を入力します。 

ソフトウェアキーボ
ードを開くボタンを
クリックすると画面に
キーボードが表示さ
れ、文字をクリックす
ることで承認パスワー
ドを入力することがで
きます。 

☞基本編P23共通機能 

『ソフトウェアキーボ
ード』 

変更の実行ボタンをクリックします。 
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印刷したいときは印刷
ボタンをクリックしま
す。 

☞基本編 P21共通機能 

『印刷機能』 

8. 企業情報変更完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 企業情報変更の完了となります。 
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企業情報管理ボタンをクリックします。 

照会ボタンをクリックします。 

 

 

1. 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

2. 企業情報管理メニュー画面 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｚ 

ｚ 

企業情報照会 
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印刷したいときは印刷
ボタンをクリックしま
す。 

☞基本編 P21共通機能 

『印刷機能』 

3. 企業情報詳細画面 
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発行予定を確認ボタンをクリッ
クします。 

変更ボタンをクリックします。 

2. 残高証明書発行予定
画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. トップ画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

残高証明書発行予定確認の手順 

 概要 
 翌日～1カ月先の間に基準日を迎える残高証明書が存在する場合、利用者が残高証明書発行予
定の照会を行います。 

 残高証明書発行予定の照会は利用者情報照会の業務権限を持つユーザが行うことが可能です。 
 事前準備 

 四半期末など定例的な残高証明書発行を希望する場合は、金融機関窓口を通じて、予め発行の
基準日、および送付先の申請が必要となります。 

ｚ 

内容を印刷したいとき
は印刷ボタンをクリッ
クします。 

☞基本編 P21共通機能
『印刷機能』 

 残高証明書発行予定確認の完了となります。 
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サービス利用のヒント 
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用語 読み方 説明 

相手先区分(相手

立場) 
ｱｲﾃｻｷｸﾌﾞﾝ(ｱｲﾃﾀﾁﾊﾞ) 相手先の立場のこと。債権者、債務者のいずれかを示す。 

アップロード ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ 利用しているパソコンからファイルを送信すること。 

一括予約照会(非

同期) 
ｲｯｶﾂﾖﾔｸｼｮｳｶｲ(ﾋﾄﾞｳｷ) 

開示の処理方式の種類のこと。一括予約照会(非同期)の場合は、一旦｢開示

請求受付｣処理のみ実施して終了する。 

別途、開示請求結果はメールにて通知し、メール通知受信後開示結果を画

面からダウンロードが可能となる。 

Ｉ／Ｆ種別 ｲﾝﾀﾌｪｰｽｼｭﾍﾞﾂ 
電子記録債権の取引の種類のこと。 

請求、請求結果、通知のいずれかを示す。 

開示 ｶｲｼﾞ 発行および保有している債権の記録事項・提供情報を照会すること。 

共通フォーマッ

ト形式 
ｷｮｳﾂｳﾌｫｰﾏｯﾄｹｲｼｷ 

債権一括請求や開示請求時に使用するアップロード、ダウンロードファイ

ル形式のこと。 

業務権限 ｷﾞｮｳﾑｹﾝｹﾞﾝ 
ユーザが取扱可能な業務を制限する権限のこと。業務権限は一定の業務ご

とに付与することができる。 

記録原簿 ｷﾛｸｹﾞﾝﾎﾞ 
でんさいネットの電子記録債権に対して行った各種記録請求の結果を電

子的に記録する原簿のこと。 

銀行営業日 ｷﾞﾝｺｳｴｲｷﾞｮｳﾋﾞ 金融機関窓口が営業している日。 

決済口座 ｹｯｻｲｺｳｻﾞ 電子記録債権の決済に使用する口座のこと。 

口座権限 ｺｳｻﾞｹﾝｹﾞﾝ 
ユーザが取扱可能な口座を制限する権限のこと。マスターユーザは管理対

象ユーザの取引可能な口座を複数設定することが可能である。 

口座種別 ｺｳｻﾞｼｭﾍﾞﾂ 口座の種別のこと。｢普通預金｣、｢当座預金｣、｢別段預金｣を示す。 

口座単位 ｺｳｻﾞﾀﾝｲ 

開示の照会単位(範囲)のこと。 

該当口座に紐づく口座の情報(記録事項、または、提供事項)について、照

会する単位のこと。 

用語集 

あ 

か 
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用語 読み方 説明 

債権者 ｻｲｹﾝｼｬ 

記録原簿に電子記録名義人として記録されている利用者のこと。電子記録

債権に記録されている金額を受け取る権利を有する。債権者が信託事業者

の場合は債権者が信託の受託者となる。なお、譲渡命令等の変更記録によ

り非利用者も債権者となりうる。 

債権情報(記録事

項) 
ｻｲｹﾝｼﾞｮｳﾎｳ(ｷﾛｸｼﾞｺｳ) でんさいネットに記録済の最新の債権情報の内容のこと。 

債務者 ｻｲﾑｼｬ 

記録原簿に債務者として記録されている利用者のこと。電子記録債権に記

録されている金額を支払う義務を負う。利用者が債務者となるためには債

務者利用の資格が必要である。 

債務消滅原因 ｻｲﾑｼｮｳﾒﾂｹﾞﾝｲﾝ 
保証人の弁済等など、債務が消滅した原因のこと。 

弁済(代物弁済を含む)、相殺、混同、免除、その他のいずれかを示す。 

差押債権者 ｻｼｵｻｴｻｲｹﾝｼｬ 
電子記録債権に対して強制執行等の記録により差押を行っている者のこ

と。でんさいネットの利用者ではないケースもある。 

ＣＳＶ形式 ｼｰｴｽﾌﾞｲｹｲｼｷ 

データをカンマ(",")で区切って並べたファイル形式。主に表計算ソフトや

データベースソフトがデータを保存するときに使う形式のこと。 

Comma Separated Value の略称。 

支払期日 ｼﾊﾗｲｷｼﾞﾂ 

発生記録に記録された、口座間送金決済により電子記録債権の支払を行う

期日のこと。ただし、支払期日が銀行非営業日の場合は翌銀行営業日に口

座間送金決済が行われる。 

支払者 ｼﾊﾗｲｼｬ 

電子記録債権に対して支払を行った利用者のこと。保証人が支払者となっ

た場合は特別求償権が発生する。第三者が支払者となった場合は求償権が

発生する。 

譲渡制限 ｼﾞｮｳﾄｾｲｹﾞﾝ 

電子記録債権の譲受人となりうる利用者を制限すること。本サービスでは

発生記録を行う際に譲渡先を金融機関に制限し請求を行うことが可能で

ある。なお、特定の金融機関への譲渡制限は行えない。また、金融機関が

譲渡を行う場合は、譲渡先の制限は無い。 

譲渡日(電子記録

年月日) 

ｼﾞｮｳﾄﾋﾞ(ﾃﾞﾝｼｷﾛｸﾈﾝｶﾞ

ｯﾋﾟ) 
記録原簿へ譲渡記録を記録した日のこと。 

承認者権限 ｼｮｳﾆﾝｼｬｹﾝｹﾞﾝ 担当者が請求したデータを、承認／差戻しする権限のこと。 

信託記録 ｼﾝﾀｸｷﾛｸ 
債権発生請求、債権譲渡請求、支払等記録、変更記録を、信託事業者であ

る利用者が権利者として行った場合に行われる記録のこと。 

請求者区分(立

場) 
ｾｲｷｭｳｼｬｸﾌﾞﾝ(ﾀﾁﾊﾞ) 

請求者の立場のこと。債権者、債務者、電子記録保証人、支払者(債務者)、

支払者(電子記録保証人)、支払者(第三者)、差押債権者(利用者)のいずれか

を示す。 

ソート ｿｰﾄ 一覧表の項目を一定の規則に従って並べなおすこと。 

即時照会(同期) ｿｸｼﾞｼｮｳｶｲ(ﾄﾞｳｷ) 

開示の処理方式の種類のこと。即時照会(同期)における最大開示件数は

200 件までとなる。開示可能上限件数の 200 件を超過した場合は、検索条

件を変更して再検索を行うか、一括予約照会(非同期)を行う必要がある。 

さ 
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用語 読み方 説明 

ダウンロード ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 利用しているパソコンにファイルを保存すること。 

担当者権限 ﾀﾝﾄｳｼｬｹﾝｹﾞﾝ 業務における請求データを仮登録または修正／削除する権限のこと。 

発生日 ﾊｯｾｲﾋﾞ 

債権が発生する日のこと。(記録原簿へ発生記録を記録した日) 

通常請求(当日)の債権発生請求(債権者請求)における発生日は相手方の承

諾した日付が発生日となる。 

予約請求の債権発生請求(債権者請求)における発生日は相手方の承諾する

タイミングによって以下のようになる。 

・相手方の承諾が入力した未来日付より前の場合 

  入力した未来日付が発生日となる。 

・相手方の承諾が入力した未来日付より後の場合 

  相手方の承諾した日付が発生日となる。 

ＰＤＦ形式 ﾋﾟｰﾃﾞｨｰｴﾌｹｲｼｷ 
ファイル形式の一種。 

Portable Document Format の略称。 

振出日(電子記録

年月日) 

ﾌﾘﾀﾞｼﾋﾞ(ﾃﾞﾝｼｷﾛｸﾈﾝｶﾞ

ｯﾋﾟ) 
記録原簿へ発生記録を記録した日のこと。 

保証人 ﾎｼｮｳﾆﾝ 

記録原簿に保証人として記録されている利用者のこと。電子記録債権に記

録されている金額を保証する義務を負う。電子記録保証人。民法上の保証

人は電子記録保証人には該当しない。 

譲受人 
ﾕｽﾞﾘｳｹﾆﾝ、 

ｼﾞｮｳｼﾞｭﾆﾝ 

記録原簿に譲受人として記録される利用者のこと。譲渡記録が記録される

ことにより債権者としての権利を獲得する。 

譲渡人 
ﾕｽﾞﾘﾜﾀｼﾆﾝ、 

ｼﾞｮｳﾄﾆﾝ 

記録原簿に譲渡人として記録される利用者のこと。譲渡記録が記録される

ことにより債権者としての権利を失う。 

利害関係人 ﾘｶﾞｲｶﾝｹｲﾆﾝ 
電子記録債権に対して利害関係を有するもののこと。債権者、債務者、保

証人、支払者、差押債権者のいずれかの者。 

履歴情報(提供情

報) 

ﾘﾚｷｼﾞｮｳﾎｳ(ﾃｲｷｮｳｼﾞｮｳ

ﾎｳ) 

該当債権の過去に行った記録請求(発生記録(債務者・債権者)、譲渡記録、

分割記録、保証記録、支払等記録、変更記録 等)の履歴情報のこと。 
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